『六代勝事記』の周辺と藤原定家 by 尾崎 勇
熊本学園大学　機関リポジトリ
『六代勝事記』の周辺と藤原定家
著者 尾崎 勇
雑誌名 熊本学園大学文学・言語学論集
巻 27
号 2
ページ 108(332)-136(360)
発行年 2020-12-25
URL http://id.nii.ac.jp/1113/00003365/
(1)
熊本学園大学　文学・言語学論集　第27巻第２号（2020年12月25日）
『
六
代
勝
事
記
』
の
周
辺
と
藤
原
定
家
尾
　
崎
　
　
　
勇
　
は
じ
め
に
―
―
『
平
家
物
語
』
成
立
か
ら
『
六
代
勝
事
記
』
作
者
へ
―
―
現
在
の
京
都
市
西
京
区
大
原
野
の
山
陵
に
三
鈷
寺
が
あ
る
。
慈
円
在
世
の
往
時
で
は
往
生
院
と
称
さ
れ
て
い
た
。
執
政
の
「
臣
」
と
し
て
廟
堂
を
領
導
し
て
い
た
甥
の
九
条
良
経
の
頓
死
と
兄
の
九
条
兼
実
が
引
き
続
い
て
寂
し
た
こ
と
も
あ
り
、
洛
西
西
山
の
中
腹
に
位
置
し
て
い
る
往
生
院
の
院
主
で
あ
っ
た
慈
円
は
閑
雅
な
西
山
の
空
間
へ
引
き
籠
る
。
そ
の
空
間
で
、
有
縁
の
人
材
を
呼
集
し
て
原
『
平
家
物
語
』
の
『
治
承
物
語
』
を
創
出
さ
せ
た
。
承
元
四
年
（
一
二
一
〇
）
か
ら
建
保
末
年
（
一
二
一
九
）
頃
で
あ
っ
た
。
慈
円
圏
の
内
実
で
あ
る
。
良
経
の
娘
の
立
子
か
ら
生
誕
し
た
懐
成
親
王
が
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
十
一
月
二
十
六
日
に
立
坊
（
皇
太
子
に
な
る
。）
し
、
承
久
元
年
（
一
二
一
九
）
六
月
二
十
五
日
に
は
良
経
の
嫡
男
の
道
家
の
子
で
あ
る
頼
経
（
三
寅
）
が
四
代
鎌
倉
将
軍
継
嗣
と
な
る
。
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
四
月
二
十
日
、
懐
成
親
王
は
八
十
五
代
仲
恭
天
皇
と
し
て
即
位
、
道
家
が
摂
政
に
就
く
。
二
つ
の
慶
事
を
見
据
え
、
末
代
の
道
理
と
揚
言
す
る
た
め
に
『
治
承
物
語
』
を
取
用
し
な
が
ら
、
最
初
の
史
論
で
あ
る
『
愚
管
抄
』
を
成
立
さ
せ
た
〔
1
〕。
翌
月
に
は
承
久
の
乱
が
勃
発
し
て
、
仲
恭
天
皇
か
ら
後
堀
河
天
皇
へ
交
代
し
て
し
ま
っ
た
。
末
代
の
道
理
の
一
つ
が
通
ら
な
い
時
局
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
十
月
四
日
に
道
家
の
女
の
竴
子
か
ら
生
誕
し
た
秀
仁
親
王
が
四
条
天
皇
と
し
て
即
位
、
三
男
の
頼
経
も
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
一
月
二
十
七
日
に
四
代
鎌
倉
将
軍
の
宣
下
、
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）
十
二
月
九
日
に
結
婚
し
て
名
実
と
も
幕
府
を
領
導
す
る
。
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
頃
か
ら
仁
治
元
年
（
一
二
四
〇
）
に
か
け
て
道
家
は
、
慈
円
圏
に
参
画
し
て
い
た
藤
原
定
家
を
も
氏
寺
の
法
性
寺
に
呼
び
入
れ
、『
愚
管
抄
』
を
も
摂
取
し
な
が
ら
、『
治
承
物
語
』
を
六
巻
本
（
延
慶
本
『
平
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家
物
語
』
の
祖
本
）
に
再
編
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
慈
円
周
辺
圏
の
内
実
な
の
で
あ
っ
た
〔
2
〕。
『
愚
管
抄
』
成
立
の
二
年
後
の
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
五
月
か
ら
翌
年
の
三
年
十
一
月
頃
に
第
二
番
目
の
史
論
の
『
六
代
勝
事
記
』
が
成
立
す
る
。『
勝
事
記
』
（
以
下
、『
六
代
勝
事
記
』
を
略
称
。）
の
「
序
」
は
、
　
　 
昔
は
蓬
莱
の
月
に
か
げ
を
ま
じ
へ
、
今
は
蓮
台
の
雲
に
望
を
か
け
た
る
世
す
て
人
侍
り
。
応
保
の
聖
代
に
生
て
、
高
倉
の
明
時
に
つ
か
ま
つ
り
し
か
ば
、
年
齢
や
う
や
く
か
た
ぶ
き
て
、
六
十
余
廻
の
星
霜
を
か
さ
ね
、
朝
儀
し
き
り
に
あ
ら
た
ま
り
て
、
七
代
帝
王
の
即
位
に
あ
へ
り
。
六
条
院
の
御
と
き
は
、
い
と
け
な
く
す
ぎ
は
べ
り
き
。
安
元
の
比
よ
り
貞
応
の
今
に
い
た
る
ま
で
の
事
は
、
夢
う
つ
ゝ
と
も
お
も
ひ
わ
か
ぬ
ほ
ど
な
が
ら
、
見
も
し
聞
も
せ
し
こ
と
、
さ
ま
か
え
へ
衣
を
そ
め
、
弥
陀
を
念
じ
極
楽
を
ね
が
ふ
に
ふ
た
心
な
く
な
り
に
し
後
は
、
世
事
す
べ
て
い
と
は
れ
、
文
筆
な
が
く
さ
し
お
き
て
し
を
、
普
天
か
き
く
も
り
し
ゆ
ふ
だ
ち
の
神
な
り
に
お
ど
ろ
き
て
、
其
事
の
わ
す
れ
ざ
る
は
し
〴
〵
ば
か
り
を
か
き
あ
つ
め
侍
。
心
は
権
実
の
教
法
に
あ
ひ
て
、
善
悪
二
の
果
を
さ
と
り
、
和
漢
の
記
録
を
つ
た
へ
て
、
治
乱
二
の
政
を
つ
ゝ
し
む
。
ゆ
ゑ
に
、
い
さ
ゝ
か
先
生
の
得
失
を
の
こ
し
□
、
お
の
づ
か
ら
後
生
の
官
学
を
す
ゝ
め
む
事
、
身
の
た
め
に
し
て
こ
れ
を
し
る
さ
ず
、
世
の
た
め
民
の
た
め
に
し
て
是
を
記
せ
り
。 
（
六
二
〜
三
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
か
ら
、
応
保
（
一
一
六
一
〜
六
三
）
の
七
十
六
代
二
条
天
皇
の
在
位
し
て
い
る
治
世
に
生
誕
し
、
八
十
代
高
倉
天
皇
の
在
位
の
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
頃
か
ら
源
平
の
争
乱
が
勃
発
し
た
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
八
月
の
頼
朝
の
旗
揚
げ
以
前
に
出
仕
し
、
施
線
の
「
貞
応
の
今
に
い
た
る
ま
で
」
で
あ
る
か
ら
に
は
、
六
十
余
歳
に
綴
っ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
。
二
重
施
線
は
抽
象
的
で
意
味
が
取
り
難
い
の
で
次
章
で
ふ
れ
る
と
し
て
、
波
線
部
か
ら
、
高
倉
天
皇
か
ら
八
十
六
代
後
堀
河
天
皇
在
位
の
貞
応
年
間
（
一
二
二
二
〜
二
四
）
頃
の
世
ま
で
に
見
聞
し
た
様
々
な
事
象
を
、
出
家
の
身
な
が
ら
取
り
上
げ
て
描
い
た
。
そ
の
よ
う
な
表
現
主
体
者
像
が
浮
上
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
小
論
の
目
的
は
、
藤
原
摂
関
家
の
九
条
家
に
仕
え
て
い
る
藤
原
定
家
が
『
勝
事
記
』
成
立
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
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（
一
）『
勝
事
記
』
作
者
像
に
つ
い
て
『
勝
事
記
』
の
前
掲
し
た
「
序
」
の
二
重
施
線
の
「
普
天
か
き
く
も
り
し
ゆ
ふ
だ
ち
の
神
な
り
に
お
ど
ろ
き
て
」
と
は
具
体
的
に
は
ど
う
よ
う
こ
と
な
の
か
、
そ
の
解
釈
を
『
愚
管
抄
』
と
『
勝
事
記
』
の
先
行
研
究
と
か
ら
ま
せ
て
み
て
い
こ
う
。
承
久
の
乱
に
接
し
た
衝
撃
を
も
と
に
、
乱
勃
発
の
当
時
に
つ
い
て
は
、『
吾
妻
鏡
』
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
六
月
十
三
日
条
に
、
　
　
十
三
日
　
丙
寅
　
雨
降
る
。（
中
略
）
官
軍
矢
石
を
發
つ
こ
と
雨
脚
の
ご
と
し
。
と
あ
っ
て
、
さ
ら
に
翌
日
の
十
四
日
条
に
は
、
　
　
十
四
日
　
丁
卯
　
霽
る
。
雷
鳴
数
聲
。
　
で
あ
る
の
で
、
ま
ず
悪
天
候
の
事
実
か
ら
作
者
は
文
飾
し
た
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
〔
3
〕。『
勝
事
記
』
構
成
全
体
か
ら
窺
え
ば
、
跋
文
の
最
末
尾
は
、
　
　 
六
十
年
よ
り
こ
の
□
、
好
文
重
士
の
君
ま
れ
に
し
て
、
政
道
過
□
に
み
だ
る
ゝ
た
び
に
、
其
身
あ
す
か
ら
ず
、
其
心
く
る
し
ぶ
ゆ
ゑ
に
、
一
人
よ
ろ
こ
び
あ
り
□
、
兆
民
か
う
ぶ
ら
む
事
を
ね
が
ふ
ば
か
り
也
。 
（
九
八
ペ
ー
ジ
）
と
の
一
文
で
括
っ
て
い
る
の
で
、「
序
」
に
あ
っ
た
「
六
十
余
廻
の
星
霜
を
か
さ
ね
、
」
と
照
応
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
を
意
訳
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
六
十
余
歳
を
回
顧
す
る
と
、
現
今
の
治
世
は
、
　
　 
文
を
好
み
、
士
を
重
ん
じ
る
帝
王
は
ま
れ
で
あ
り
、
政
道
が
奢
り
乱
れ
る
た
び
に
、
そ
の
身
が
安
ら
か
で
は
な
い
し
、
心
も
苦
し
め
る
。
と
な
る
以
上
、『
新
楽
府
』
（
第
十
二
・
捕
蝗
）
の
「
文
皇
仰
天
呑
一
蝗
、
一
人
有
慶
兆
民
頼
」
（
意
味
は
、
天
子
に
喜
び
、
万
民
に
そ
の
喜
び
を
蒙
る
こ
と
を
願
う
の
み
で
あ
る
。）
の
句
に
跋
文
の
当
該
の
文
章
は
依
拠
し
て
い
る
。
こ
の
社
会
批
判
や
風
刺
の
性
格
を
も
つ
中
国
古
典
籍
は
、
『
愚
管
抄
』
付
録
に
も
「
文
選
・
文
集
・
貞
観
政
要
コ
レ
ラ
ヲ
ミ
テ
心
ヱ
ン
人
ノ
タ
メ
ニ
ハ
」
（
巻
七
―
―
三
一
九
ペ
ー
ジ
）
と
あ
り
、『
勝
事
記
』
跋
文
に
は
、
作
者
自
身
が
「
心
有
人
答
て
い
は
く
、
…
…
　
」
（
九
六
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
、「
心
有
人
」（
こ
の
語
彙
も
『
愚
管
抄
』
に
あ
り
、
次
の
章
で
後
述
。）
を
介
し
て
、「
海
内
の
財
力
つ
き
ぬ
れ
ば
、
天
下
泰
平
な
ら
ず
。」
九
六
ペ
ー
ジ
）
等
と
悲
嘆
し
な
が
ら
自
問
自
答
で
（358）― 134 ―
(4)
熊本学園大学　文学・言語学論集　第27巻第２号（2020年12月25日）
諫
言
し
て
い
る
。『
愚
管
抄
』
付
録
の
中
間
の
文
章
で
は
後
鳥
羽
院
に
詰
め
よ
っ
て
諫
言
し
た
あ
と
、
後
半
の
文
章
に
及
ん
で
は
人
材
論
を
開
陳
す
る
。
そ
こ
で
は
「
十
五
バ
カ
リ
ハ
心
ア
ル
人
皆
ナ
ニ
ゴ
ト
モ
ワ
キ
マ
ヘ
シ
ラ
ル
ゝ
コ
ト
也
。
コ
ノ
五
年
ガ
ア
イ
ダ
、
コ
レ
ヲ
ミ
キ
ク
ニ
、
ス
ベ
テ
ム
ゲ
ニ
世
ニ
…
…
」
（
巻
七
―
三
五
〇
ペ
ー
ジ
）
と
説
き
お
こ
し
、「
闘
諍
誠
ニ
堅
固
ナ
リ
。」
（
巻
七
―
三
五
六
ペ
ー
ジ
）
と
閉
塞
し
た
時
局
に
悲
嘆
し
て
、
　
　
物
ノ
ハ
テ
ニ
ハ
問
答
シ
タ
ル
ガ
心
ハ
ナ
グ
ア
ム
ナ
リ
。
　
　
問
、
サ
レ
バ
今
ハ
チ
カ
ラ
ヲ
ヨ
バ
ズ
、
カ
ウ
テ
世
ニ
ナ
ヲ
ル
マ
ジ
キ
カ
。
　
　
答
、
分
ニ
ハ
ヤ
ス
ク
ナ
ホ
リ
ナ
ム
。 
（
巻
七
―
―
三
五
六
ペ
ー
ジ
）
等
と
以
下
、
さ
ら
に
六
つ
の
自
問
自
答
を
添
え
て
付
録
の
文
章
す
べ
て
を
括
っ
て
い
た
の
と
同
趣
向
で
あ
る
。
　
さ
て
『
勝
事
記
』
作
者
像
を
め
ぐ
っ
て
、
先
行
研
究
を
窺
っ
て
い
こ
う
。
弓
削
繁
は
「
隆
忠
の
経
歴
は
序
文
の
記
述
と
実
に
合
致
し
、
矛
盾
を
き
た
す
点
は
い
さ
ゝ
か
も
見
受
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
目
下
の
所
、
彼
に
は
文
事
に
関
し
て
格
別
の
も
の
が
見
出
せ
な
い
。」
と
し
て
、
執
政
の
「
臣
」
に
就
い
た
藤
原
基
房
の
嫡
男
の
隆
忠
（
一
一
六
三
〜
一
二
四
五
）
を
提
唱
し
た
〔
4
〕。
た
だ
し
、
施
線
で
隆
忠
は
「
文
事
」
方
面
で
は
特
別
の
事
が
な
い
と
も
断
っ
て
い
る
。
他
方
、
高
橋
貞
一
は
「
文
筆
の
才
能
が
あ
っ
た
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。
以
上
に
よ
り
て
、
筆
者
は
、
長
方
の
二
子
、
長
兼
を
そ
の
著
者
に
推
定
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
母
は
入
道
信
西
の
女
9
9
9
9
9
9
9
9
」
と
し
て
、
二
重
施
線
の
よ
う
に
論
じ
て
い
た
。
弓
削
は
、
高
橋
の
そ
の
言
説
を
念
頭
に
置
い
た
か
ら
施
線
の
よ
う
に
表
明
し
た
と
も
憶
測
さ
れ
よ
う
。
藤
原
長
方
（
一
一
三
九
〜
一
一
九
一
）
を
父
に
、
圏
点
を
付
し
た
よ
う
に
信
西
（
一
一
〇
六
〜
一
一
五
九
）
す
な
わ
ち
藤
原
通
憲
の
女
を
母
と
し
て
い
る
藤
原
長
兼
を
作
者
と
し
た
〔
5
〕。
長
兼
の
父
で
あ
る
長
方
は
、
定
家
の
従
兄
で
あ
る
（
信
西
の
孫
の
聖
覚
と
定
家
の
法
脈
と
縁
戚
関
係
図
は
後
掲
。）
。
伊
藤
敬
も
、
前
掲
し
た
『
勝
事
記
』
の
「
序
」
の
「
貞
応
の
今
に
い
た
る
ま
で
」
と
、
阿
波
院
天
皇
（
順
徳
天
皇
）
の
条
に
、
　
　 
建
久
元
年
丙
寅
三
月
七
日
、
摂
政
太
政
大
臣
良
経
頓
死
。
後
京
極
殿
と
申
に
や
。
文
操
人
に
す
ぎ
、
理
政
民
を
な
で
、
諸
道
に
浅
深
を
さ
ぐ
り
て
浮
沈
を
は
か
り
、
万
機
に
補
佐
し
て
親
疎
な
か
り
き
。（
中
略
）
前
大
僧
正
慈
円
、
つ
ひ
に
行
べ
き
道
な
れ
ど
、
一
日
も
二
日
も
う
ち
な
や
み
て
、
お
も
ふ
事
を
も
い
ひ
つ
ゝ
、
か
ゝ
る
べ
し
共
か
ね
て
お
も
は
な
く
は
、
よ
の
つ
ね
な
れ
ば
、
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な
ぐ
さ
む
か
た
も
あ
り
ぬ
べ
し
。
職
事
・
弁
官
も
道
に
く
ら
く
、
文
峰
・
歌
苑
に
主
を
う
し
な
へ
る
と
か
き
く
ら
し
て
、
　
　
　
　
秋
の
夜
の
風
と
月
と
の
友
は
み
な
春
の
山
路
に
迷
ひ
ぬ
る
哉
　
　
と
よ
み
給
ひ
け
れ
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
上
天
皇
　
　
　
　
そ
の
友
の
う
ち
に
や
我
を
思
ふ
ら
ん
恋
し
き
袖
の
色
を
み
せ
ば
や
　
　
三
明
六
通
の
羅
漢
も
不
免
、
幻
術
変
化
の
権
現
も
無
遁
み
ち
な
れ
ど
も
、
有
為
無
常
の
悲
き
、
こ
と
わ
り
す
ぎ
て
ぞ
侍
り
し
。
 
（
七
六
〜
七
ペ
ー
ジ
）
と
あ
る
『
勝
事
記
』
の
一
節
を
も
と
に
、
　
　 
六
代
勝
事
記
の
成
立
が
序
に
言
う
よ
う
に
貞
応
の
今
と
す
る
と
、
ま
だ
慈
円
の
没
年
前
で
あ
る
。 
（
中
略
）
当
代
一
流
の
文
人
政
治
家
良
経
に
仕
え
た
作
者
が
、
主
人
の
死
を
と
く
に
哀
悼
（
中
略
）
長
兼
の
可
能
性
が
よ
り
大
の
よ
う
に
思
う
〔
6
〕。
施
線
で
慈
円
が
寂
す
る
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
九
月
二
十
五
日
以
前
に
成
立
し
た
と
し
て
、
長
兼
作
者
説
を
唱
え
た
。
久
保
田
淳
も
「
隆
忠
作
者
説
に
対
し
て
抱
く
疑
問
は
、
豊
富
に
故
事
や
詩
文
を
踏
ま
え
た
『
六
代
勝
事
記
』
の
ご
と
き
作
品
の
叙
述
が
果
た
し
て
隆
忠
に
可
能
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
長
兼
は
ほ
と
ん
ど
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。」
と
し
て
い
る
〔
7
〕
。
定
家
の
日
録
の
『
明
月
記
』
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
閏
三
月
七
日
条
に
、
　
　 
前
大
進
兼
高
朝
臣
慮
は
ず
も
来
臨
。
当
世
に
於
て
適
々
稽
古
の
人
な
り
。
清
談
自
熱
に
移
漏
。
日
入
る
に
及
び
、
厳
（
藤
原
長
方
）
親
黄
門
の
長
女
（
未
だ
嫁
せ
ず
。
両
納
言
の
姉
）
年
六
十
九
、
猶
存
命
。
和
漢
の
才
智
・
公
事
・
故
事
・
家
の
秘
説
、
連
（
宗
隆
・
長
兼
）
枝
に
超
過
す
。
施
線
に
藤
原
長
方
と
長
兼
の
父
子
の
文
才
を
摘
記
し
て
い
る
の
を
配
意
し
て
、『
明
月
記
』
全
体
を
も
と
に
、
　
　 『
六
代
勝
事
記
』
の
作
者
と
定
家
の
教
養
や
思
考
が
か
な
り
類
似
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
『
六
代
勝
事
記
』
の
作
者
が
誰
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
な
お
保
留
し
た
い
。
た
だ
、
そ
れ
は
長
兼
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
も
、
ま
た
他
な
ら
ぬ
定
家
9
9
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
も
当
然
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
と
長
兼
と
併
せ
て
圏
点
で
定
家
を
も
作
者
の
候
補
者
に
挙
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
施
線
と
圏
点
の
言
辞
は
興
味
深
い
。
あ
ら
た
め
て
（
五
）
の
章
で
作
者
像
を
展
開
し
よ
う
と
思
う
。
ち
な
み
に
、
施
線
と
圏
点
と
は
筆
者
尾
崎
が
付
し
て
い
る
こ
と
を
こ
と
わ
っ
て
お
（356）― 132 ―
(6)
熊本学園大学　文学・言語学論集　第27巻第２号（2020年12月25日）
き
た
い
。
（
二
）『
愚
管
抄
』
か
ら
『
勝
事
記
』
へ
九
条
良
経
の
女
の
立
子
か
か
ら
生
誕
し
た
懐
成
親
王
は
八
十
五
代
仲
恭
天
皇
と
し
て
即
位
、
立
子
の
弟
の
道
家
が
摂
政
に
就
い
た
の
で
『
愚
管
抄
』
皇
帝
年
代
記
に
仲
恭
天
皇
紀
を
布
置
し
て
、
最
初
の
史
論
の
『
愚
管
抄
』
は
成
立
し
た
。
そ
の
翌
々
年
の
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
五
月
か
ら
翌
年
十
一
月
頃
に
第
二
番
目
の
史
論
の
『
勝
事
記
』
が
成
立
し
て
く
る
。
別
帖
の
後
鳥
羽
天
皇
の
条
に
は
、
祖
父
の
後
白
河
院
の
崩
御
の
事
象
を
承
け
て
、
院
の
行
実
の
特
色
を
、
　
　 
同
三
年
三
月
十
三
日
ニ
法
皇
ハ
崩
御
ア
ル
。
マ
ヘ
ノ
年
ヨ
リ
御
ヤ
マ
イ
ア
リ
テ
、
ス
コ
シ
ヨ
ロ
シ
ク
ナ
ラ
セ
給
ナ
ド
キ
コ
ヘ
ナ
ガ
ラ
、
大
腹
水
痟
ト
云
御
悩
ニ
テ
、
御
閇
眼
ノ
前
日
マ
デ
、
御
足
ナ
ド
ハ
ス
ク
ミ
ナ
ガ
ラ
、
長
日
護
摩
御
退
転
ナ
ク
ヲ
コ
ナ
ハ
セ
ヲ
ハ
シ
マ
シ
ケ
リ
。
御
イ
ミ
ノ
間
ノ
御
佛
事
ナ
ド
ハ
チ
カ
コ
ロ
ハ
キ
カ
ズ
、
ア
マ
リ
ナ
ル
マ
デ
ニ
ゾ
キ
コ
ヘ
ケ
ル
。
大
方
コ
ノ
法
皇
ハ
男
ニ
テ
ヲ
ハ
シ
マ
シ
ヽ
シ
時
モ
、
袈
裟
ヲ
タ
テ
マ
リ
テ
護
摩
ナ
ド
サ
ヘ
ヲ
コ
ナ
ハ
セ
給
テ
、
御
出
家
ノ
後
ハ
イ
ヨ
〳
〵
御
行
ニ
テ
ノ
ミ
ア
リ
ケ
リ
。
法
華
経
ノ
部
数
ナ
ド
、
数
萬
部
ノ
内
ニ
百
部
ナ
ド
ニ
モ
ヲ
ヨ
ビ
ケ
リ
。
ツ
ネ
ハ
舞
・
猿
楽
ヲ
コ
ノ
ミ
、
セ
サ
セ
ツ
ヽ
ゾ
御
覧
ジ
ケ
ル
。
御
イ
モ
ウ
ト
ノ
上
西
門
院
モ
持
経
者
ニ
テ
、
イ
マ
ス
コ
シ
ハ
ヤ
ク
ヨ
マ
セ
給
ケ
レ
バ
、
ツ
ネ
ハ
読
ア
イ
マ
イ
ラ
セ
ン
ナ
ド
仰
ラ
レ
ケ
リ
。 
（
巻
六
―
―
二
七
八
ペ
ー
ジ
）
『
法
華
経
』
書
写
行
に
精
励
し
て
い
た
と
し
、
他
方
で
は
舞
楽
や
猿
楽
そ
し
て
今
様
な
ど
を
熱
愛
し
て
「
あ
そ
び
心
」
を
抱
く
華
麗
な
趣
き
を
呈
し
て
い
た
と
批
評
し
た
。
す
な
わ
ち
「
花4
や
か
さ
」
が
あ
っ
た
と
叙
述
し
て
い
る
。『
勝
事
記
』
の
隠
岐
院
天
皇
（
後
鳥
羽
天
皇
）
の
条
に
も
、
後
白
河
院
の
崩
御
を
、
　
　
無
常
の
春
の
風
、
花4
の
す
が
た
を
さ
そ
ひ
き
。
極
楽
往
生
は
あ
さ
夕
の
御
の
ぞ
み
也
け
れ
ば
、
臨
終
正
念
み
だ
れ
ず
。
 
（
七
四
ペ
ー
ジ
）
と
描
い
て
い
る
の
で
、『
愚
管
抄
』
の
施
線
部
か
ら
二
重
施
線
へ
及
ば
せ
る
の
と
全
く
同
質
の
筆
致
な
の
で
あ
る
。『
勝
事
記
』
は
『
愚
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管
抄
』
を
簡
約
し
た
よ
う
な
文
章
に
な
っ
て
い
る
。
『
愚
管
抄
』
皇
帝
年
代
記
に
、
　
　
承
久
二
年
十
月
ノ
此
記
ㇾ
之
了
。
後
見
之
人
此
趣
ニ
テ
可
二
書
続
一
也
。 
（
巻
二
―
―
一
二
三
ペ
ー
ジ
）
と
か
、
別
帖
の
跋
文
に
相
当
す
る
と
こ
ろ
で
、
　
　
ソ
ノ
ヤ
ウ
ヲ
又
カ
キ
ツ
ケ
ツ
ヽ
、
心
ア
ラ
ン
人
ハ
シ
ル
シ
ク
ハ
ヘ
ラ
ル
ベ
キ
也
。 
（
巻
六
―
―
三
一
八
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
、
書
き
継
ぐ
こ
と
を
慈
円
は
求
め
た
。
後
者
の
枠
で
括
っ
た
「
心
ア
ラ
ン
人
」
と
は
、
『
勝
事
記
』
に
、
　
　
①
心
有
人
か
く
の
み
な
げ
き
あ
へ
る
ほ
ど
に
、 
（
八
二
ペ
ー
ジ
）
　
　
②
心
あ
る
人
申
あ
ひ
た
り
し
。 
（
八
八
ペ
ー
ジ
）
　
　
③
心
有
人
答
て
い
は
く
、 
（
九
六
ペ
ー
ジ
）
と
や
は
り
あ
っ
て
、
こ
の
三
例
を
弓
削
繁
は
「
韜
晦
さ
れ
た
作
者
」
と
解
釈
し
た
〔
8
〕。
さ
ら
に
、
　
　 
抑
も
「
心
有
人
」
を
措
定
し
て
政
治
の
当
為
を
説
く
『
勝
事
記
』
に
は
、
一
つ
に
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
に
答
え
よ
う
と
す
る
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
推
定
し
て
い
る
〔
9
〕。
こ
の
弓
削
の
言
説
は
看
過
で
き
な
い
。
確
か
に
『
愚
管
抄
』
別
帖
の
八
十
三
代
土
御
門
天
皇
の
条
に
於
い
て
は
、
後
白
河
院
の
霊
を
め
ぐ
る
事
象
を
叙
述
し
て
、
そ
の
対
処
を
開
陳
し
た
慈
円
（
第
三
者
の
立
場
に
自
己
を
置
い
て
い
る
。）
を
「
心
ア
ル
人
ハ
コ
レ
ヲ
カ
ン
ゼ
ズ
ト
云
コ
ト
ナ
シ
。」
（
巻
六
―
二
九
三
ペ
ー
ジ
）
と
あ
り
、
表
現
主
体
者
は
慈
円
で
あ
る
の
で
自
賛
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
八
十
四
代
順
徳
天
皇
の
条
に
も
、
　
　 
九
条
殿
ノ
子
ニ
良
輔
左
大
臣
、
日
本
国
古
今
タ
グ
ヒ
ナ
キ
学
生
ニ
テ
、
左
大
臣
一
ノ
上
ニ
テ
朝
ノ
重
宝
カ
ナ
ト
思
タ
リ
キ
。
昔
師
尹
小
一
条
左
大
臣
、
一
条
摂
政
右
大
臣
ナ
リ
ケ
ル
ニ
似
タ
ル
物
カ
ナ
ト
、
心
ア
ル
人
思
ケ
リ
。
君
モ
イ
ミ
ジ
ト
思
食
タ
リ
キ
。
　 
（
巻
六
―
―
三
一
〇
ペ
ー
ジ
）
と
叙
述
さ
れ
て
い
る
し
、
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又
院
ハ
八
月
ノ
コ
ロ
ヲ
イ
、
御
悩
ハ
ヅ
ラ
イ
ヲ
ハ
シ
マ
シ
ヽ
ニ
、「
ヨ
ク
〳
〵
シ
ヅ
カ
ニ
物
ヲ
案
ズ
ル
ニ
、
此
忠
綱
ト
云
男
ヲ
、
コ
レ
ラ
ナ
ド
ニ
殿
上
人
内
藏
頭
マ
デ
ナ
シ
タ
ル
ヒ
ガ
コ
ト
コ
ソ
、
イ
カ
ニ
案
ズ
ル
モ
取
ド
コ
ロ
モ
ナ
キ
ヒ
ガ
コ
ト
ナ
リ
ケ
レ
ト
、
サ
ト
リ
思
フ
也
」
ト
テ
、
ヤ
ガ
テ
解
官
停
任
シ
テ
、
御
領
国
サ
ナ
ガ
ラ
メ
シ
テ
ス
テ
ラ
レ
ニ
ケ
リ
。
ス
コ
シ
モ
シ
モ
心
ア
ル
人
々
ハ
殊
勝
〳
〵
ノ
事
カ
ナ
ト
ヲ
モ
ヘ
リ
ケ
レ
バ
ニ
ヤ
、
其
悩
無
為
無
事
ニ
御
平
愈
ア
リ
ケ
リ
。（
中
略
） 
萬
ノ
事
ト
リ
ア
ツ
メ
テ
忠
綱
ガ
ウ
セ
ヌ
ル
コ
ト
、
不
カ
思
ギ
ノ
君
ノ
御
運
、
御
案
ノ
メ
デ
タ
サ
ト
、
心
ア
ル
人
ハ
コ
レ
ラ
ノ
ミ
メ
デ
タ
ク
ゾ
思
タ
リ
ケ
ル
。 
（
巻
六
―
―
三
一
六
〜
一
七
ペ
ー
ジ
）
と
し
、
前
章
（
一
）
に
掲
出
し
た
付
録
の
後
半
の
人
材
論
に
「
心
ア
ル
人
」
（
巻
七
―
三
五
〇
ペ
ー
ジ
）
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
右
文
の
施
線
部
に
も
あ
る
か
ら
に
は
、
同
一
の
語
彙
を
襲
用
し
た
の
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
弓
削
は
、『
愚
管
抄
』
の
文
章
と
の
相
似
が
あ
る
こ
と
に
ふ
れ
な
が
ら
、
　
　 
慈
円
（
九
条
家
）
と
は
政
治
的
に
近
い
距
離
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。（
中
略
）『
勝
事
記
』
の
作
者
の
見
当
を
慈
円
の
周
辺
に
つ
け
る
こ
と
は
、
さ
し
て
無
稽
な
所
為
で
も
あ
る
ま
い
。
と
し
て
、
二
重
施
線
で
は
『
勝
事
記
』
作
者
を
慈
円
周
辺
に
想
定
し
て
い
る
〕
10
〔
。
さ
ら
に
、
弓
削
は
、
　
　 
定
家
の
嘆
き
は
直
接
後
鳥
羽
院
へ
と
は
向
か
わ
な
い
が
、
彼
の
心
底
に
は
院
周
辺
に
対
し
て
漠
然
た
る
不
安
が
存
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
平
家
物
語
』
は
、
　
　
　 
当
今
ハ
御
遊
ニ
ノ
ミ
御
心
ヲ
入
サ
セ
給
テ
、
世
ノ
御
政
ヲ
モ
知
セ
給
ハ
ズ
。
九
条
殿
御
籠
居
之
後
ハ
卿9
局
ノ
マ
ヽ
ニ
テ
ア
レ
9
9
9
9
9
9
9
9
バ9
、
人
ノ
愁
歎
モ
通
ラ
ズ
。 
（
延
慶
本
、
第
六
末
「
卅
六
　
文
学
被
流
罪
事
」
）
こ
の
『
平
家
物
語
』
に
描
か
れ
て
い
る
卿
局
範
子
・
卿
二
位
兼
子
等
の
一
族
に
よ
っ
て
壟
断
さ
れ
た
政
治
状
況
を
危
惧
す
る
声★
は
、
当
時
の
知
識
人
の
間
に
伏
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
論
じ
て
も
い
る
〕
11
〔
。
圏
点
は
筆
者
尾
崎
が
付
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
　
★
『
平
家
物
語
』
の
圏
点
「
卿
局
ノ
マ
ヽ
ニ
テ
ア
レ
バ
」
は
『
愚
管
抄
』
別
帖
の
順
徳
天
皇
の
条
に
、
　
　
　
　
　
京
ニ
ハ
卿
二
位
ヒ
シ
ト
世
ヲ
ト
リ
タ
リ
。
女
人
入
眼
ノ
日
本
国
イ
ヨ
〳
〵
マ
コ
ト
也
ケ
リ
ト
云
ベ
キ
ニ
ヤ
。 
（
巻
六
―
―
三
〇
四
ペ
ー
ジ
）
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と
み
え
て
い
る
こ
と
を
指
し
、「
女
人
人
眼
」
と
は
政
治
で
重
要
な
役
割
を
女
人
が
果
た
す
と
い
う
政
治
思
想
で
あ
る
（
拙
著
『
第
三
部
第
十
一
章
」（
『
愚
管
抄
の
創
成
と
方
法
』
波
古
書
院
・
二
〇
〇
四
年
）。
兼
子
の
姉
の
範
子
と
後
鳥
羽
院
と
の
あ
い
だ
に
為
仁
親
王
（
土
御
門
天
皇
）
が
い
た
。
院
政
を
開
始
し
た
時
局
の
も
と
で
、『
明
月
記
』
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
正
月
十
三
日
条
に
、
定
家
は
仕
え
て
い
る
執
政
の
「
臣
」
の
九
条
良
経
の
権
限
を
侵
食
し
て
い
る
の
で
、
　
　
　
　
　
権
門
の
女
房
偏
へ
に
以
て
申
し
云
ふ
。
殿
下
の
御
力
及
ば
ざ
る
か
。
　
　
　
兼
子
に
怯
え
て
い
る
。
範
子
の
妹
で
あ
る
か
ら
『
愚
管
抄
』
に
、
　
　
　
　
　
実
朝
母
ハ
熊
野
ヘ
参
ラ
ン
ト
テ
京
ニ
上
リ
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
卿
二
位
タ
ビ
タ
ビ
ユ
キ
テ
ヤ
ウ
〳
〵
ニ
云
ツ
ヽ
、 
（
巻
六
―
―
三
一
〇
ペ
ー
ジ
）
　
　
　 
と
あ
っ
て
、
三
代
将
軍
実
朝
に
嫡
子
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
、
上
洛
し
て
き
た
北
条
政
子
に
自
分
が
養
育
し
て
き
た
頼
仁
親
王
を
実
朝
の
跡
継
ぎ
す
す
め
た
。
兼
子
は
院
の
討
幕
政
策
に
も
積
極
的
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
〇
弓
削
の
前
掲
し
た
言
説
の
な
か
の
二
重
施
線
「
『
勝
事
記
』
の
作
者
の
見
当
を
慈
円
の
周
辺
」
は
正
鵠
を
射
て
い
よ
う
。
（
三
）『
愚
管
抄
』
の
「
ウ
ル
ハ
シ
キ
」
か
ら
『
勝
事
記
』
と
の
相
違
へ
『
愚
管
抄
』
皇
帝
年
代
記
の
後
堀
河
天
皇
紀
に
、
　
　
今
年
天
下
有
二
内
乱
一
。
コ
レ
ニ
ヨ
テ
、
俄
ニ
主
上
執
政
易
、
世
ノ
人
迷
惑
云
々
。
　
　 
一
院
遠
流
セ
ラ
レ
給
フ
。
隠
岐
国
。
七
月
八
日
於
二
鳥
羽
殿
一
御
出
家
、
十
三
日
御
下
向
云
々
。
但
ウ
ル
ハ
シ
キ
ヤ
ウ
ニ
ハ
ナ
ク
テ
令
二
首
途
一
給
云
々
。 
（
巻
二
―
―
一
二
五
ペ
ー
ジ
）
施
線
と
二
重
施
線
と
の
言
辞
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
ま
ず
施
線
の
言
辞
を
め
ぐ
っ
て
弓
削
は
、
　
　 『
愚
管
抄
』
の
「
世
人
迷
惑
」
と
い
う
文
字
こ
そ
、
心
あ
る
『
勝
事
記
』
の
作
者
に
と
っ
て
、
原
体
験
に
外
な
ら
っ
た
9
9
9
9
9
9
9
9
9
と
思
う
の
で
あ
る
。
と
解
釈
し
た
〕
12
〔
。
施
線
に
つ
い
て
、
久
保
田
淳
も
『
愚
管
抄
』
と
比
較
対
照
し
な
が
ら
、
慈
光
寺
本
『
承
久
記
』
を
論
じ
て
「
…
…
「
世
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人
迷
惑
」
の
四
字
に
は
、
著
者
慈
円
の
無
量
の
思
い
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
慈
光
寺
本
は
傍
観
的
に
す
ぎ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。（
中
略
）
極
め
て
楽
天
的
な
叙
述
を
も
っ
て
満
た
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
六
代
勝
事
記
』
や
古
活
字
本
『
承
久
記
』
の
悲
愴
な
ま
で
の
慷
慨
調
と
は
、
著
し
い
対
照
を
み
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）『
愚
管
抄
』
や
『
六
代
勝
事
記
』
な
ど
の
作
者
の
、
い
わ
ば
直
線
的
な
承
久
の
乱
認
識
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
と
は
明
ら
か
に
位
相
を
異
に
し
て
い
る
。
…
…
」
と
解
釈
し
た
〕
13
〔
。
弓
削
は
「
原
体
験
に
外
な
ら
っ
た
」
と
し
、
久
保
田
の
言
説
も
「
直
線
的
な
承
久
の
乱
認
識
」
と
し
て
お
り
、
施
線
の
「
世
ノ
人
迷
惑
云
々
」
を
慈
円
の
率
直
な
感
慨
が
露
呈
し
た
と
理
解
し
て
い
る
。『
愚
管
抄
』
の
モ
チ
ー
フ
が
霊
告
で
あ
る
こ
と
に
照
ら
し
て
、
弓
削
と
久
保
田
と
の
見
解
に
は
従
え
な
い
。
『
愚
管
抄
』
皇
帝
年
代
記
の
仲
恭
天
皇
紀
に
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
四
月
二
十
日
、
九
条
良
経
の
女
の
立
子
か
ら
生
誕
し
た
懐
成
親
王
が
仲
恭
天
皇
と
し
て
即
位
し
た
の
で
良
経
の
嫡
子
の
道
家
が
摂
政
に
就
任
し
た
事
象
に
「
道
理
必
然
」
の
言
辞
を
嵌
入
し
て
史
論
を
成
立
さ
せ
た
。
そ
れ
は
、
す
で
に
九
条
家
の
僥
倖
と
し
て
四
天
王
寺
別
当
の
慈
円
の
許
に
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
正
月
に
聖
徳
太
子
の
霊
告
と
し
て
予
言
さ
れ
た
こ
と
が
承
久
三
年
四
月
二
十
日
に
符
合
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。『
愚
管
抄
』
の
モ
チ
ー
フ
は
太
子
の
霊
告
な
の
で
あ
っ
て
、
霊
告
符
合
の
気
配
の
時
運
を
直
視
し
て
皇
帝
年
代
記
に
後
堀
河
天
皇
紀
を
書
き
継
い
で
い
る
〕
14
〔
。
摂
関
家
の
九
条
家
興
隆
を
道
理
と
し
て
史
論
を
展
開
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
も
う
一
つ
の
摂
政
関
白
に
就
け
る
摂
関
家
の
近
衛
家
に
つ
い
て
、
別
帖
の
後
鳥
羽
天
皇
の
条
で
、
　
　 
近
衛
殿
攝
簶
モ
ト
ノ
ゴ
ト
シ
ト
被
ㇾ
仰
ニ
ケ
リ
。
一
定
平
氏
ニ
グ
シ
テ
落
ベ
キ
人
ノ
ト
マ
リ
タ
レ
バ
ニ
ヤ
。
又
イ
カ
ナ
ル
ヤ
ウ
カ
ア
リ
ケ
ン
。
サ
レ
ド
近
衛
殿
ハ
カ
ヤ
ウ
ノ
事
申
サ
タ
ス
ベ
キ
人
ニ
モ
ア
ラ
ズ
。
ス
コ
シ
モ
ヲ
ボ
ツ
カ
ナ
キ
事
ハ
右
大
臣
ニ
問
ツ
ヽ
コ
ソ
ヲ
ハ
シ
ケ
レ
バ
、
タ
ヾ
名
バ
カ
リ
ノ
事
ニ
テ
、
（
中
略
）
大
方
攝
簶
臣
ハ
ジ
マ
リ
テ
後
コ
レ
コ
レ
程
ニ
不
中
用
ナ
ル
器
量
ノ
人
ハ
イ
マ
ダ
ナ
シ
。
カ
ク
テ
コ
ノ
世
ハ
ウ
セ
ヌ
ル
也
。 
（
巻
五
―
―
二
五
六
〜
五
七
ペ
ー
ジ
）
と
あ
っ
て
、
平
家
一
門
が
都
落
ち
を
し
て
い
く
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
七
月
二
十
五
日
の
当
時
、
廟
堂
で
九
条
兼
実
に
何
か
と
政
治
上
の
こ
と
を
尋
ね
な
け
れ
ば
執
政
の
「
臣
」
と
し
て
役
目
を
果
し
え
な
い
近
衛
基
通
の
不
器
量
を
詰
っ
て
い
る
。
施
線
は
、
平
家
衰
亡
の
事
態
と
先
の
見
通
し
が
な
い
時
局
と
近
衛
家
が
執
政
の
「
臣
」
に
就
い
て
い
る
廟
堂
と
の
両
面
か
ら
、
憤
慨
に
堪
え
な
い
と
の
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思
い
で
慈
円
は
叙
述
し
て
い
る
。
近
衛
基
通
が
「
臣
」
に
就
い
て
い
る
の
で
、
右
文
の
施
線
に
摘
記
し
て
い
る
よ
う
に
「
コ
ノ
世
ハ
ウ
セ
」
て
し
ま
う
の
だ
と
の
批
難
の
言
辞
は
、
付
録
の
前
半
の
文
章
で
あ
る
「
史
」
の
論
で
、
善
政
を
敷
い
て
い
た
執
政
の
「
臣
」
在
任
中
の
三
十
九
歳
の
若
さ
で
九
条
良
経
は
頓
死
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
て
、
　
　 
タ
ヾ
シ
バ
シ
コ
ノ
院
ノ
後
京
極
殿
良
経
ヲ
攝
簶
ニ
ナ
サ
レ
タ
リ
シ
コ
ソ
、
コ
ハ
メ
デ
タ
キ
事
カ
ナ
ト
ミ
ヱ
シ
ホ
ド
ニ
、
ユ
メ
ノ
ヤ
ウ
ニ
テ
頓
死
サ
ラ
レ
ニ
キ
。
近
衛
殿
ト
云
父
子
ノ
、
家
ニ
ハ
ム
マ
レ
テ
、
職
ニ
ハ
居
ナ
ガ
ラ
、
ツ
ヤ
〳
〵
ト
カ
イ
ハ
ラ
イ
テ
、
（
中
略
）
イ
マ
ダ
ウ
セ
ズ
シ
ナ
デ
ヲ
ハ
ス
ル
ニ
テ
、
ヒ
シ
ト
世
ハ
王
臣
ノ
道
ハ
ウ
セ
ハ
テ
ヌ
ル
ニ
テ
侍
ヨ
ト
、
サ
ハ
〳
〵
ト
ミ
ユ
ル
也
。 
（
巻
七
―
―
三
三
五
〜
三
六
ペ
ー
ジ
）
施
線
で
九
条
家
に
対
照
さ
せ
な
が
ら
、
波
線
は
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
五
月
十
九
日
に
七
十
四
歳
で
基
通
、
そ
の
子
家
実
は
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
十
二
月
二
十
七
日
に
六
十
四
歳
で
没
す
る
わ
け
だ
が
、
史
論
を
展
開
さ
せ
て
い
る
当
時
の
承
久
年
間
（
一
二
一
九
〜
二
一
）
は
生
存
し
て
い
た
。
二
重
施
線
で
現
今
の
廟
堂
に
居
座
っ
て
い
る
近
衛
基
通
・
家
実
父
子
を
も
と
に
、
君
臣
の
道
は
破
綻
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
慈
円
は
熾
烈
に
糾
弾
し
て
い
る
。
そ
れ
が
前
掲
し
た
別
帖
の
「
カ
ク
テ
コ
ノ
世
ハ
ウ
セ
ヌ
ル
也
。」
で
あ
っ
た
。
「
世
ノ
人
迷
惑
云
々
」
の
「
云
々
」
と
の
言
辞
に
は
、
承
久
の
乱
後
の
混
迷
し
て
い
る
世
の
混
乱
で
戸
惑
っ
て
い
る
人
の
こ
と
を
下
敷
き
に
し
て
は
い
よ
う
が
、『
愚
管
抄
』
の
本
質
か
ら
は
廟
堂
で
跳
梁
し
て
い
る
執
政
の
「
臣
」
で
あ
る
近
衛
家
実
の
所
業
を
世
人
が
厭
わ
し
く
思
っ
て
い
る
と
の
意
味
を
込
め
た
判
断
さ
れ
る
。
そ
れ
が
本
章
の
最
初
に
掲
出
し
た
「
世
ノ
人
迷
惑
云
々
」
と
慈
円
が
摘
記
し
た
理
由
で
あ
っ
て
、『
新
古
今
集
』
の
歌
人
慈
円
の
修
辞
「
見
立
て
」
や
掛
詞
等
が
介
在
し
て
い
る
と
推
定
し
た
い
。
万
感
こ
も
ご
も
の
思
い
を
託
し
て
い
る
。
『
愚
管
抄
』
皇
帝
年
代
記
の
後
堀
河
天
皇
紀
に
二
重
施
線
を
付
し
た
よ
う
に
後
鳥
羽
院
ら
流
刑
の
事
象
を
め
ぐ
っ
て
「
但
ウ
ル
ハ
シ
キ
ヤ
ウ
ニ
ハ
ナ
ク
テ
令
二
首
途
一
給
云
々
。」
と
の
文
に
籠
る
慈
円
の
真
意
を
探
っ
て
み
よ
う
。
『
愚
管
抄
』
別
帖
の
同
時
代
史
を
終
結
し
て
跋
文
に
及
ば
せ
る
直
前
で
後
鳥
羽
院
に
「
不
カ
思
ギ
ノ
君
ノ
御
運
、
御
案
ノ
メ
デ
タ
サ
ト
、
心
ア
ル
人
ハ
コ
レ
ラ
ノ
ミ
メ
デ
タ
ク
ゾ
思
い
ヒ
タ
リ
ケ
ル
。」（
巻
六
―
―
三
一
七
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
視
座
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
十
三
世
紀
中
頃
か
ら
以
後
の
成
立
の
『
平
治
物
語
』
に
も
「
…
…
「
い
か
な
る
宿
縁
に
て
か
、
二
代
の
君
を
ば
守
護
（350）― 126 ―
(12)
熊本学園大学　文学・言語学論集　第27巻第２号（2020年12月25日）
し
奉
る
ら
ん
」
と
心
あ
る
人
は
申
け
り
。」
（
上
・
三
条
殿
へ
発
向
事
）
と
描
か
れ
て
、「
も
の
の
道
理
を
わ
き
ま
え
て
い
る
ほ
ど
の
人
は
噂
し
あ
っ
た
。」
（
小
学
館
・
日
下
力
訳
）
・「
こ
の
種
の
語
り
は
、『
日
本
書
紀
』
以
来
『
愚
管
抄
』
に
も
み
ら
れ
る
。」
（
三
弥
井
書
店
・
山
下
宏
明
の
頭
注
）
が
あ
り
、『
勝
事
記
』
を
介
し
て
『
愚
管
抄
』
と
『
平
家
物
語
』
初
期
生
成
を
み
て
い
く
う
え
で
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。『
愚
管
抄
』
の
本
質
か
ら
は
後
鳥
羽
院
へ
の
「
負
」
の
視
座
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
皇
帝
年
代
記
の
当
該
の
施
線
・
二
重
施
線
は
霊
告
符
合
へ
の
思
い
を
抱
き
な
が
ら
書
き
継
い
だ
か
ら
で
あ
っ
て
、
後
鳥
羽
院
の
「
御
運
」
す
な
わ
ち
運
命
と
「
御
案
」
す
な
わ
ち
政
治
的
配
慮
を
別
帖
で
は
讃
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
〕
15
〔
。
『
愚
管
抄
』
皇
帝
年
代
記
の
「
世
ノ
人
迷
惑
云
々
」
に
は
、
末
代
の
道
理
と
し
て
仲
恭
天
皇
が
即
位
し
、
九
条
道
家
が
執
政
の
「
臣
」
に
就
い
た
が
、
道
理
が
く
ず
れ
て
現
今
で
は
執
政
の
「
臣
」
に
は
近
衛
家
実
が
就
い
て
い
る
。
前
掲
し
た
『
愚
管
抄
』
の
「
不
中
用
ナ
ル
器
量
ノ
人
ハ
イ
マ
ダ
ナ
シ
。
カ
ク
テ
コ
ノ
世
ハ
ウ
セ
ヌ
ル
也
。」・「
家
ニ
ハ
ム
マ
レ
テ
、
職
ニ
ハ
居
ナ
ガ
ラ
、
ツ
ヤ
〳
〵
ト
カ
イ
ハ
ラ
イ
テ
、
（
中
略
）
イ
マ
ダ
ウ
セ
ズ
シ
ナ
デ
ヲ
ハ
ス
ル
ニ
テ
、
ヒ
シ
ト
世
ノ
王
臣
ノ
道
ハ
ウ
セ
ハ
テ
ヌ
ル
」
の
道
理
史
観
が
通
底
し
て
い
る
。
当
該
の
「
ウ
ル
ハ
シ
キ
…
」
の
一
節
は
付
録
に
「
諫
言
」・「
人
材
論
」
を
書
き
継
い
だ
と
き
の
率
直
な
筆
致
で
は
な
い
。
霊
告
信
仰
が
回
復
し
た
と
き
の
慈
円
の
思
い
が
籠
る
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
る
。
皇
帝
年
代
記
の
後
堀
河
天
皇
紀
の
後
鳥
羽
院
ら
の
配
流
を
二
重
施
線
で
「
但
ウ
ル
ハ
シ
キ
…
」
の
末
尾
に
「
云
々
」
の
言
辞
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
ウ
ル
ハ
シ
キ
…
」
を
、
配
流
は
流
刑
で
あ
っ
て
、
罪
人
を
遠
く
離
れ
た
土
地
に
追
放
す
る
刑
罰
で
あ
る
。「
愁
い
」
か
「
憂
い
」
の
意
味
を
籠
め
て
「
ウ
レ
ハ
シ
4
4
4
4
キ
…
」
と
で
も
摘
記
し
た
方
が
実
情
か
ら
は
適
切
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漢
文
訓
読
体
の
仏
な
ど
へ
の
端
麗
・
華
麗
な
美
し
さ
、
和
文
脈
で
の
き
ち
ん
と
整
っ
て
い
る
、
礼
儀
正
し
い
と
い
う
意
味
を
濃
く
保
っ
て
い
る
形
容
詞
の
「
ウ
ル
ハ
シ
キ
」
を
用
い
た
〕
16
〔
 
。
そ
こ
に
は
、
承
久
の
乱
勃
発
に
と
も
な
っ
て
仲
恭
天
皇
が
退
位
、
九
条
道
家
も
摂
政
を
辞
任
し
た
の
で
、
詞
を
重
層
さ
せ
る
歌
人
の
慈
円
は
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
に
四
天
王
寺
聖
霊
院
の
絵
堂
の
再
建
を
行
い
、
新
た
な
る
聖
徳
太
子
の
霊
威
を
祈
請
し
た
。
翌
三
年
正
月
に
は
太
子
か
ら
「
重
祚
・
上
皇
帰
洛
・
摂
政
之
還
補
・
将
軍
之
成
人
」
（
『
聖
徳
太
子
願
文
』
）
の
霊
告
が
く
だ
っ
て
、
別
帖
を
叙
述
し
て
い
た
筆
致
に
立
ち
戻
っ
て
、『
愚
管
抄
』
皇
帝
年
代
記
に
堀
河
天
皇
紀
を
書
き
継
い
で
い
く
な
か
で
後
鳥
羽
等
の
配
流
を
摘
記★
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
〕
17
〔
。
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『六代勝事記』の周辺と藤原定家
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
　
★ 
『
愚
管
抄
』
で
は
承
久
の
乱
に
と
も
な
っ
て
後
鳥
羽
院
ら
の
配
流
に
は
「
十
三
日
御
下
向
云
々
。
但
ウ
ル
ハ
シ
キ
ヤ
ウ
ニ
ハ
ナ
ク
テ
令
二
首
途
一
給
云
々
。」
と
あ
っ
て
、「
ウ
ル
ハ
シ
キ
」
の
形
容
詞
を
用
い
て
簡
略
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、『
勝
事
記
』
の
佐
渡
廃
帝
の
条
で
は
、
　
　
　
　
　 
同
十
三
日
に
隠
岐
国
へ
う
つ
し
た
て
ま
つ
る
に
、
も
の
ゝ
ふ
御
こ
し
に
立
そ
ひ
て
先
途
を
す
ゝ
め
も
う
せ
り
。
か
た
ぶ
く
月
の
を
し
か
る
べ
き
御
名
残
な
れ
ば
、
さ
い
ぎ
り
て
見
た
て
ま
つ
り
し
人
々
、
朝
恩
に
ほ
こ
り
し
も
朝
恩
に
も
れ
し
も
、
涙
を
お
と
さ
ず
と
云
事
な
し
。
消
ゆ
く
も
み
ゆ
き
の
ふ
り
に
し
あ
と
を
た
づ
ぬ
れ
ば
、
鳥
羽
よ
り
西
は
さ
だ
ま
れ
る
式
に
て
、
も
の
ゝ
ふ
の
あ
り
き
を
ま
な
び
給
し
ぞ
か
し
。 
（
八
八
〜
九
ペ
ー
ジ
）
　
　
　 
と
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。『
愚
管
抄
』
の
二
重
施
線
「
令
二
首
途
一
給
」
は
簡
略
す
ぎ
る
が
、『
勝
事
記
』
の
二
重
施
線
か
ら
「
定
ま
っ
た
方
式
で
武
士
の
行
為
を
模
倣
し
て
出
立
さ
れ
た
」
と
理
解
さ
れ
て
く
る
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。『
愚
管
抄
』
を
敷
衍
し
た
よ
う
な
文
章
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、『
勝
事
記
』
の
「
序
」
に
認
め
て
い
る
よ
う
に
「
安
元
の
比
よ
り
貞
応
の
今
に
い
た
る
ま
で
の
事
は
、
夢
う
つ
ゝ
と
も
お
も
ひ
わ
か
ぬ
ほ
ど
な
が
ら
、
見
も
し
聞
も
せ
し
こ
と
」
を
、
承
久
の
乱
後
の
余
燼
が
く
す
ぶ
る
治
世
の
も
と
で
起
筆
し
、「
六
十
年
よ
り
…
…
兆
民
か
う
ぶ
ら
む
事
を
ね
が
ふ
ば
か
り
也
。」
と
史
論
を
括
っ
た
。『
愚
管
抄
』
皇
帝
年
代
記
に
後
堀
河
天
皇
紀
を
書
き
継
い
だ
の
は
霊
告
信
仰
の
回
復
後
で
あ
っ
た
。
貞
応
二
・
三
年
の
当
時
、
慈
円
は
霊
告
へ
の
懐
疑
を
い
だ
い
た
。
そ
の
当
時
の
成
立
で
あ
る
『
勝
事
記
』
は
、
乱
を
引
き
起
こ
し
た
後
鳥
羽
院
の
指
弾
で
貫
ぬ
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
『
愚
管
抄
』
と
の
相
違
点
な
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
『
愚
管
抄
』
の
モ
チ
ー
フ
は
霊
告
で
あ
る
。
そ
れ
に
則
っ
て
後
堀
河
天
皇
紀
に
後
鳥
羽
等
の
配
流
に
際
し
て
「
ウ
ル
ハ
シ
キ
」
と
の
形
容
詞
を
記
す
。
甥
の
九
条
良
経
そ
し
て
慈
円
自
身
も
後
鳥
羽
院
が
情
熱
を
傾
け
た
『
新
古
今
集
』
寄
人
で
あ
る
の
で
、
歌
論
の
『
後
鳥
羽
院
御
口
伝
』
に
「
う
る
は
し
く
た
け
あ
る
姿
あ
り
（
中
略
）
今
初
心
の
人
た
め
に
初
心
者
の
た
め
に
略
し
て
」・「
う
る
は
し
く
し
て
、（
中
略
）
う
る
は
し
く
や
さ
し
き
様
」
等
と
頻
出
し
、
し
か
も
同
歌
論
で
は
式
子
内
親
王
と
良
経
に
つ
づ
け
、
慈
円
を
、
　
　 
…
…
吉
水
大
僧
正
、
こ
れ
ら
殊
勝
な
り
。（
中
略
）
大
僧
正
は
、
お
ほ
や
う
西
行
が
ふ
り
な
り
、
す
ぐ
れ
た
る
哥
、
い
づ
れ
の
上
手
に
も
お
と
ら
ず
、
…
…
讃
え
て
い
る
。
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
頃
よ
り
承
久
元
年
（
一
二
一
九
）
以
前
の
院
の
歌
論
で
あ
る
と
の
説
に
従
え
ば
、
院
の
文
言
を
追
体
験
し
て
「
愚
痴
無
智
ノ
人
」
に
道
理
を
説
く
史
論
に
転
用
し
た
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
、『
新
古
今
集
』
切
り
継
ぎ
（348）― 124 ―
(14)
熊本学園大学　文学・言語学論集　第27巻第２号（2020年12月25日）
に
も
熱
意
を
傾
け
て
い
っ
た
後
鳥
羽
院
へ
の
追
懐
の
心
情
が
、『
愚
管
抄
』
に
後
堀
河
天
皇
紀
を
書
き
継
い
で
い
る
際
に
慈
円
の
場
合
は
湧
出
し
た
。
そ
こ
に
『
勝
事
記
』
と
の
決
定
的
な
相
違
が
介
在
す
る
。『
愚
管
抄
』
に
あ
る
「
ウ
ル
ハ
シ
キ
」
は
「
よ
く
整
っ
て
調
和
あ
る
美
し
さ
」
を
意
味
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
院
は
慈
円
を
「
う
る
は
し
き
歌
人
」
と
み
て
い
た
こ
と
に
も
な
ろ
う
。「
世
ノ
人
迷
惑
云
々
」
の
直
後
が
「
七
月
八
日
於
二
鳥
羽
殿
一
御
出
家
、
十
三
日
御
下
向
云
々
。」
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
文
に
直
結
さ
せ
て
い
る
の
が
「
十
三
日
御
下
向
云
々
。
但
ウ
ル
ハ
シ
キ
ヤ
ウ
ニ
ハ
ナ
ク
テ
令
二
首
途
一
給
云
々
。」
な
の
で
あ
る
か
ら
、
時
間
の
推
移
を
追
っ
て
事
態
を
列
挙
し
て
い
る
。
三
つ
の
文
の
間
に
は
、
歌
人
と
し
て
評
価
し
て
く
れ
て
い
た
後
鳥
羽
院
へ
の
追
慕
の
情
が
籠
も
っ
て
い
る
。
歌
の
修
辞
の
「
見
立
て
」
が
無
意
識
に
は
た
ら
い
て
、
皇
帝
年
代
記
の
後
堀
河
天
皇
紀
に
あ
る
院
の
流
刑
に
「
ウ
ル
ハ
シ
キ
」
の
形
容
詞
を
配
し
た
。
後
堀
河
天
皇
紀
を
布
置
し
た
の
は
、
霊
告
符
合
へ
の
思
い
が
歌
人
の
慈
円
に
甦
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
（
四
）
構
成
と
方
法
　
小
著
で
す
で
に
次
の
よ
う
な
こ
と
を
論
じ
た
。『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
を
熟
読
し
て
い
た
慈
円
は
、
聖
徳
太
子
自
身
が
編
纂
し
た
『
天
皇
記
』
は
蘇
我
入
鹿
誅
殺
の
と
き
に
烏
有
に
帰
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
蘇
我
馬
子
と
物
部
守
屋
と
の
争
い
の
際
に
、
戦
勝
祈
願
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
由
来
が
あ
る
四
天
王
寺
へ
の
信
仰
を
深
め
て
、
承
元
元
年
（
一
二
〇
七
）
十
一
月
三
十
日
に
当
寺
の
別
当
に
就
く
。
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
三
月
七
日
に
甥
で
あ
る
九
条
良
経
が
執
政
の
「
臣
」
在
任
中
に
頓
死
、
翌
年
の
承
元
元
年
四
月
五
日
に
は
兄
の
兼
実
も
逝
去
し
た
七
ヶ
月
後
で
あ
っ
た
。
信
仰
す
る
の
は
『
荒
陵
寺
御
手
印
縁
起
』
（
『
四
天
王
寺
縁
起
』
）
に
は
太
子
の
教
え
を
遵
守
し
て
い
く
な
ら
ば
子
孫
の
繁
栄
が
も
た
ら
す
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
承
元
三
年
三
月
二
十
三
日
に
良
経
の
女
の
立
子
が
入
内
し
た
三
ヶ
月
後
に
『
慈
鎮
和
尚
夢
想
記
』
を
西
山
で
起
草
し
た
。
こ
れ
は
『
愚
管
抄
』
別
帖
・
付
録
「
史
」
の
論
の
雛
形
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
承
元
四
年
頃
に
は
慈
円
圏
を
組
織
し
て
、「
頼
朝
の
物
語
」
を
内
実
と
す
る
原
『
平
家
物
語
』
で
あ
る
『
治
承
物
語
』
を
企
画
し
、
有
縁
の
人
材
を
呼
集
し
て
創
出
さ
せ
て
い
く
。
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
正
月
十
六
日
に
天
台
座
主
に
還
補
さ
れ
て
、『
荒
陵
寺
御
手
印
縁
起
』
の
教
え
を
も
と
に
太
子
の
編
纂
し
た
『
天
皇
記
』
を
現
今
に
復
活
さ
せ
る
。
こ
れ
が
『
愚
管
抄
』
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『六代勝事記』の周辺と藤原定家
の
皇
帝
年
代
記
を
編
纂
し
た
営
為
な
の
で
あ
っ
た
、
と
〕
18
〔
。
他
方
、『
明
月
記
』
承
元
元
年
二
月
二
十
六
日
条
に
「
壇
所
に
於
て
大
僧
正
御
房
に
見
参
す
。」、
承
元
二
年
七
月
十
八
日
に
も
「
僧
正
御
房
御
戒
の
後
」
と
み
え
て
お
り
、
承
元
元
年
頃
か
ら
九
条
家
の
後
退
を
は
か
な
ん
だ
慈
円
が
西
山
隠
棲
を
し
は
じ
め
る
心
情
を
定
家
は
弁
え
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
付
言
し
て
お
こ
う
。
太
子
讃
仰
が
功
を
奏
し
て
、
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
正
月
十
六
日
に
八
十
四
代
順
徳
天
皇
と
立
子
と
の
あ
い
だ
に
懐
成
親
王
が
生
誕
し
た
。
そ
し
て
同
親
王
は
既
述
し
た
よ
う
に
八
十
五
代
仲
恭
天
皇
と
し
て
即
位
す
る
経
緯
を
慈
円
は
叙
述
し
て
い
く
。
同
年
十
一
月
二
十
六
日
、
右
大
臣
九
条
道
家
が
皇
太
子
傅
に
就
く
の
が
立
子
の
弟
の
九
条
道
家
。
翌
年
の
承
久
元
年
（
一
二
一
九
）
六
月
二
十
五
日
九
条
道
家
の
子
の
頼
経
（
三
寅
）
が
四
代
鎌
倉
将
軍
継
嗣
と
な
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
事
象
を
末
代
の
道
理
と
し
て
『
愚
管
抄
』
別
帖
で
総
括
す
る
。
四
代
鎌
倉
将
軍
継
嗣
の
事
象
を
、
　
　 
二
歳
ナ
ル
若
公
、
祖
父
公
経
ノ
大
納
言
ガ
モ
ト
ニ
ヤ
シ
ナ
ヒ
ケ
ル
ハ
、
正
月
寅
月
ノ
寅
ノ
歳
寅
時
ム
マ
レ
テ
、
誠
ニ
モ
ツ
ネ
ノ
ヲ
サ
ナ
キ
人
ニ
モ
似
ヌ
子
ノ
、
占
ニ
モ
宿
曜
ニ
モ
メ
デ
タ
ク
叶
ヒ
タ
リ
ト
テ
、
ソ
レ
ヲ
、
終
ニ
六
月
廿
五
日
ニ
、
武
士
ド
モ
ム
カ
ヘ
ニ
ノ
ボ
リ
テ
、
ク
ダ
シ
ツ
カ
ハ
サ
レ
ニ
ケ
リ
。
京
ヲ
出
ル
時
ヨ
リ
ク
ダ
リ
ツ
ク
マ
デ
、
イ
サ
サ
カ
モ
〳
〵
ナ
ク
コ
ヱ
ナ
ク
テ
ヤ
マ
レ
ニ
ケ
リ
ト
テ
、
不
可
思
議
ノ
コ
ト
カ
ナ
ト
云
ケ
リ
。 
（
巻
五
―
―
三
一
五
〜
一
六
ペ
ー
ジ
）
施
線
の
よ
う
な
寸
言
を
慈
円
は
添
え
た
。「
冥
顕
二
法
」
の
「
冥
」
す
な
わ
ち
聖
徳
太
子
の
計
ら
で
あ
る
と
の
思
い
が
行
間
に
介
在
し
て
い
る
。
別
帖
に
続
い
て
付
録
を
慈
円
は
書
き
継
ぐ
。
将
軍
継
嗣
の
事
象
を
批
評
す
る
の
が
「
史
」
の
論
の
主
旨
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
あ
ら
た
め
て
別
帖
の
全
容
を
俯
瞰
し
な
が
ら
、
永
承
七
年
（
一
〇
五
二
）
に
は
仏
法
が
廃
れ
る
時
代
す
な
わ
ち
末
法
の
世
へ
突
入
し
た
と
し
て
、
そ
の
一
世
紀
後
の
同
時
代
「
武
者
ノ
世
」
へ
及
ば
せ
て
、
　
　 
末
代
悪
世
、
武
士
ガ
世
ニ
ナ
リ
ハ
テ
ヽ
末
法
9
9
ニ
モ
イ
リ
ニ
タ
レ
バ
、
タ
ヾ
チ
エ
ウ
バ
カ
リ
コ
ノ
道
理
ド
モ
ヲ
君
モ
ヲ
ボ
シ
イ
デ
ヽ
、
コ
ハ
イ
カ
ニ
ト
ヲ
ド
ロ
キ
サ
メ
サ
セ
給
テ
、
サ
ノ
ミ
ハ
イ
カ
ニ
コ
ノ
邪
魔
悪
霊
ノ
手
ニ
イ
ル
ベ
キ
ト
ヲ
ボ
シ
メ
シ
、
近
臣
ノ
男
女
モ
イ
サ
ヽ
カ
ヲ
ド
ロ
ケ
カ
シ
ト
ノ
ミ
コ
ソ
念
願
サ
ラ
レ
侍
レ
。 
（
巻
七
―
―
三
四
〇
ペ
ー
ジ
）
戦
乱
や
貪
欲
や
嫉
妬
さ
ら
に
は
怨
霊
が
と
り
つ
く
の
で
、
治
世
を
領
導
す
る
廟
堂
に
い
る
人
々
を
は
じ
め
院
の
近
臣
等
に
呼
び
か
け
、
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神
武
ヨ
リ
ケ
フ
マ
デ
ノ
事
ガ
ラ
ヲ
ミ
ク
ダ
シ
テ
思
ヒ
ツ
ヾ
ク
ル
ニ
、
コ
ノ
道
理
ハ
ア
サ
ス
ガ
ニ
ノ
コ
リ
テ
侍
ル
物
ヲ
ト
サ
ト
ラ
レ
侍
レ
。（
中
略
）
最
眞
實
ノ
眞
實
ノ
世
ノ
ナ
リ
ユ
ク
サ
マ
、
カ
キ
ツ
ケ
タ
ル
人
モ
ヨ
モ
侍
ラ
ジ
ト
テ
、
タ
ヾ
一
ス
ヂ
ノ
道
理
ト
云
コ
ト
ノ
侍
ヲ
カ
キ
侍
リ
ヌ
ル
也
。 
（
巻
七
―
―
三
四
三
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
、
順
徳
天
皇
の
在
位
す
る
治
世
で
顕
現
し
た
四
代
鎌
倉
将
軍
継
嗣
を
道
理
と
揚
言
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
「
史
」
の
論
す
な
わ
ち
『
愚
管
抄
』
付
録
の
前
半
の
趣
旨
な
の
で
あ
る
。
他
方
、
別
帖
の
承
久
元
年
（
一
二
一
九
）
六
月
二
十
五
日
に
九
条
良
経
の
女
の
立
子
か
ら
生
誕
し
た
懐
成
親
王
の
立
坊
を
め
ぐ
っ
て
は
、
　
　 
十
月
十
日
寅
ノ
時
ニ
御
産
平
安
、
皇
子
誕
生
思
ノ
ゴ
ト
ク
ノ
事
出
キ
ニ
ケ
リ
。
上
皇
コ
ト
ニ
待
ヨ
ロ
コ
バ
セ
給
テ
、
十
一
月
廿
六
日
ニ
ヤ
ガ
テ
立
坊
有
ケ
リ
。
清
和
ノ
御
時
ヨ
リ
一
歳
ノ
立
坊
サ
ダ
マ
レ
ル
事
也
。
カ
ヽ
ル
メ
デ
タ
キ
事
世
ノ
末
ニ
有
ガ
タ
キ
事
カ
ナ
、
猶
世
ハ
シ
バ
シ
ア
ラ
ン
ズ
ル
ニ
ヤ
ナ
ド
、
上
中
下
ノ
人
々
思
タ
リ
ケ
リ
。 
（
巻
六
―
―
三
〇
六
ペ
ー
ジ
）
後
鳥
羽
院
が
喜
悦
し
た
と
象
り
、
末
代
の
現
今
は
な
お
維
持
さ
れ
る
時
運
の
到
来
で
あ
る
と
批
評
し
た
。
こ
の
論
調
は
付
録
の
前
半
の
「
史
」
の
論
ま
で
の
文
章
で
は
踏
襲
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
史
」
の
論
に
続
く
付
録
の
中
間
部
の
文
章
に
及
ぶ
と
、「
カ
ネ
テ
ヨ
リ
心
得
フ
セ
テ
」
（
巻
七
―
―
三
四
六
ペ
ー
ジ
）
い
た
院
の
討
幕
計
画
そ
の
も
の
を
見
据
え
て
率
直
な
慈
円
の
思
念
が
充
溢
し
は
じ
め
る
。
当
該
の
文
章
の
趣
旨
は
院
へ
の
「
諫
言
」
な
の
で
あ
る
。
付
録
の
後
半
の
文
章
は
、
激
昂
し
た
心
情
が
鎮
静
し
た
あ
と
、
悲
哀
の
感
情
が
浮
き
出
さ
せ
て
「
ト
カ
ク
ヨ
キ
人
ト
モ
、
ワ
ロ
キ
人
ト
モ
云
ニ
タ
ラ
ヌ
事
ニ
テ
侍
也
。」
（
巻
七
―
―
三
五
二
ペ
ー
ジ
）
と
か
、
「
大
方
心
ア
ル
人
ノ
ナ
サ
コ
ソ
申
テ
モ
〳
〵
カ
ナ
シ
ケ
レ
。」
（
巻
七
―
三
五
五
ペ
ー
ジ
）
と
悲
憤
慷
慨
し
て
、「
言
語
シ
ス
デ
ニ
道
断
侍
リ
ヌ
ル
ニ
ナ
ム
。
シ
ヽ
モ
テ
マ
カ
リ
テ
ハ
、
物
ノ
ハ
テ
ニ
ハ
問
答
シ
タ
ル
ガ
心
ハ
ナ
グ
サ
ム
ナ
リ
。」
（
巻
七
―
―
三
五
六
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
付
録
全
体
が
閉
じ
ら
れ
た
。
付
録
の
後
半
の
内
容
は
「
人
材
論
」
と
な
っ
て
お
り
、「
諫
言
」
と
同
質
の
論
調
で
あ
る
〕
19
〔
。
末
代
の
道
理
か
ら
は
、「
諫
言
」・「
人
材
論
」
そ
の
も
の
は
ま
さ
し
く
付
録
で
あ
っ
た
。
　
次
に
、『
愚
管
抄
』
と
『
勝
事
記
』
と
を
対
比
し
て
み
よ
う
。
『
勝
事
記
』
の
構
成
は
、
　
　
一
、
序
文
付
皇
代
目
録
（
序
論
）
（345）― 121 ―
(17)
『六代勝事記』の周辺と藤原定家
　
　
二
、
歴
史
叙
述
部
（
本
論
）
　
　
三
、
歴
史
評
論
部
（
結
論
）
で
あ
る
の
で
、
序
論
の
「
序
文
付
皇
代
目
録
9
9
9
9
」
は
『
愚
管
抄
』
に
皇
帝
年
代
記
、
本
論
の
「
歴
史
叙
述
部
」
は
神
武
天
皇
よ
り
順
徳
天
皇
の
在
位
す
る
治
世
を
叙
述
し
た
別
帖
、
結
論
は
付
録
の
「
史
」
の
論
に
そ
れ
ぞ
れ
重
な
っ
て
い
る
。
　
承
久
元
年
（
一
二
一
九
）
六
月
二
十
五
日
道
家
の
三
男
の
頼
経
（
三
寅
）
が
将
軍
継
嗣
と
し
て
下
向
し
た
こ
と
を
批
評
す
る
た
め
に
付
録
の
「
史
」
の
論
を
書
き
継
い
で
、「
今
ハ
正
道
ヲ
存
ベ
キ
世
ニ
ナ
リ
タ
ル
也
。」
と
の
言
辞
に
直
結
さ
せ
て
、
　
　 
コ
ノ
東
宮
、
コ
ノ
将
軍
ト
云
ハ
ワ
ヅ
カ
ニ
二
歳
ノ
少
人
ナ
リ
。
コ
レ
ヲ
ツ
ク
リ
イ
デ
給
フ
事
ハ
ヒ
ト
ヘ
ニ
宗
廟
ノ
神
ノ
御
サ
タ
ア
ラ
ハ
ナ
ル
。 
（
巻
七
―
―
三
四
二
ペ
ー
ジ
）
と
し
た
。
施
線
で
懐
成
親
王
の
立
坊
と
道
家
の
子
で
あ
る
藤
原
頼
経
の
将
軍
継
嗣
を
二
重
施
線
に
あ
る
よ
う
に
「
冥
顕
二
法
」
の
道
理
に
則
っ
て
、
批
評
し
た
の
で
あ
っ
た
〕
20
〔
。
将
軍
継
嗣
の
事
象
も
『
勝
事
記
』
の
佐
渡
廃
帝
（
順
徳
天
皇
）
の
条
に
、
　
　 
右
府
の
母
室
二
品
禅
尼
、
将
軍
を
申
に
、
三
代
の
余
流
む
な
し
か
ら
ず
、
後
京
極
の
孫
右
大
臣
家
の
末
子
を
く
だ
し
つ
か
は
さ
れ
ぬ
。 
（
八
一
ペ
ー
ジ
）
と
や
は
り
あ
る
。
『
勝
事
記
』
の
文
章
に
は
、「
冥
顕
の
擁
護
」
（
七
一
ペ
ー
ジ
）・「
仏
法
を
お
こ
し
、
王
法
を
つ
ぎ
」
（
七
三
ペ
ー
ジ
）
等
と
の
言
辞
が
あ
る
。
「
冥
顕
二
法
」
の
道
理
・
仏
法
王
法
相
依
の
道
理
を
説
諭
す
る
慈
円
の
史
論
か
ら
の
影
響
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
（
五
）『
勝
事
記
』
作
者
と
縁
戚
と
法
脈
　『
勝
事
記
』
の
阿
波
院
天
皇
（
土
御
門
天
皇
）
の
条
に
、
次
の
よ
う
な
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
　 
建
久
（
永
）
元
年
丙
寅
三
月
七
日
、
摂
政
太
政
大
臣
良
経
頓
死
。
後
京
極
殿
と
申
に
や
。
文
操
人
に
す
ぎ
、
理
政
民
を
な
ぜ
、
諸
道
に
浅
深
を
さ
ぐ
り
て
浮
沈
を
は
か
り
、
万
機
に
補
佐
し
て
親
疎
な
か
り
き
。
（344）― 120 ―
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花
尚
昔
花
留
（
笛
）
有
露
　
　
宅
斯
旧
宅
廃
無
人
　
　 
金
谷
の
は
な
の
に
ほ
ひ
、
南
楼
の
月
の
か
げ
、
袖
を
か
は
し
て
み
し
と
も
を
こ
ひ
、
ゆ
か
を
ひ
と
つ
に
し
て
な
が
め
し
人
を
忍
ぶ
る
に
、
春
ゆ
き
秋
き
た
れ
共
、
む
な
し
く
年
を
記
し
て
、
い
た
づ
ら
に
お
も
ひ
を
い
た
ま
し
む
る
に
や
。
前
大
僧
正
慈
円
、
つ
ひ
に
行
べ
き
道
な
れ
ど
、
一
日
も
二
日
も
う
ち
な
や
み
て
、
お
も
ふ
事
を
も
い
ひ
つ
ゝ
、
か
ゝ
る
べ
し
共
か
ね
て
お
も
は
な
く
は
、
よ
の
つ
ね
な
れ
ば
、
な
ぐ
さ
む
か
た
も
あ
り
ぬ
べ
し
。 
（
七
六
〜
七
ペ
ー
ジ
）
九
条
良
経
の
漢
詩
を
も
と
に
、
施
線
で
は
『
本
朝
文
粋
』
（
巻
一
四
・「
為
謙
徳
公
修
報
恩
修
善
願
文
」
）
を
踏
ま
え
て
良
経
を
追
悼
し
て
い
る
〕
21
〔
。
さ
ら
に
良
経
の
叔
父
の
慈
円
が
「
死
は
世
の
常
で
は
あ
る
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
異
常
な
死
に
方
に
何
と
も
慰
め
ら
れ
よ
う
も
な
い
」
と
追
慕
の
情
を
横
溢
さ
せ
た
。
九
条
家
へ
の
親
愛
の
情
を
行
間
に
た
た
え
つ
つ
、
抒
情
性
や
哀
傷
性
の
と
も
な
っ
た
精
彩
な
形
象
で
く
ま
ど
っ
た
。
『
勝
事
記
』
作
者
の
候
補
と
し
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
信
濃
前
司
行
長
・
葉
室
定
経
・
藤
原
長
兼
・
源
光
行
・
藤
原
隆
忠
が
あ
が
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
（
一
）
の
章
で
既
述
し
た
よ
う
に
高
橋
説
の
藤
原
長
兼
を
擬
し
た
〕
22
〔
の
に
左
袒
し
た
い
。
そ
れ
は
伊
藤
説
も
、『
勝
事
記
』
の
序
文
の
「
貞
応
の
今
に
い
た
る
ま
で
」
と
阿
波
院
天
皇
（
土
御
門
天
皇
）
の
条
で
、
執
政
の
「
臣
」
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
良
経
の
頓
死
に
つ
づ
け
て
、
前
掲
し
た
よ
う
に
形
象
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
眼
し
て
、
　
　 
六
代
勝
事
記
の
成
立
が
序
に
言
う
よ
う
に
貞
応
の
今
と
す
る
と
、
ま
だ
慈
円
の
没
年
前
で
あ
る
。（
中
略
） 
当
代
一
流
の
文
人
政
治
家
良
経
に
仕
え
た
作
者
が
、
主
人
の
死
を
と
く
に
哀
悼
し
て
わ
ざ
と
書
き
入
れ
た
の
で
あ
る
（
中
略
）
、
私
案
で
は
、
長
兼
の
可
能
性
が
よ
り
大
の
よ
う
に
思
う
…
…
と
論
じ
て
い
る
〕
23
〔
。
さ
ら
に
刮
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
久
保
田
説
も
前
掲
し
た
よ
う
に
「
そ
れ
は
長
兼
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
も
、
ま
た
他
な
ら
ぬ
定
家
9
9
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
も
当
然
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。」
と
し
て
、
長
兼
と
併
せ
て
定
家
の
名
を
も
記
し
た
こ
と
で
あ
る
〕
24
〔
。『
勝
事
記
』
作
者
は
長
兼
と
定
家
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
と
の
含
み
の
あ
る
筆
致
で
も
あ
ろ
う
が
、
両
人
列
挙
の
久
保
田
の
言
説
そ
の
も
の
に
感
興
を
誘
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
理
由
は
、
長
兼
の
父
の
長
方
は
定
家
の
従
兄
で
あ
っ
た
（
西
山
の
慈
円
圏
の
人
脈
は
後
述
、
相
関
図
は
後
掲
す
る
。）
の
で
、「
長
兼
と
定
家
と
が
歩
調
を
あ
わ
せ
て
『
勝
事
記
』
を
成
立
さ
せ
た
」
と
の
思
い
が
筆
者
尾
崎
（343）― 119 ―
(19)
『六代勝事記』の周辺と藤原定家
に
は
湧
出
す
る
。
そ
れ
は
『
愚
管
抄
』
の
現
形
態
に
な
る
ま
で
に
は
―
―
、
皇
帝
年
代
記
に
緻
密
に
事
象
を
時
系
列
に
刻
み
入
れ
、
別
帖
・
付
録
の
日
本
全
域
の
多
様
な
事
象
を
仮
名
で
逐
次
書
き
継
い
で
い
く
―
―
。
多
岐
を
き
わ
め
て
い
る
。
後
鳥
羽
院
へ
進
講
し
た
学
匠
に
し
て
九
条
良
輔
の
師
で
あ
り
、
慈
円
と
も
交
わ
っ
て
い
る
菅
原
為
長
の
協
力
を
道
理
を
構
築
す
る
た
め
に
推
定
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
〕
25
〔
。
　
定
家
は
西
山
の
慈
円
圏
に
参
画
し
て
行
長
や
宇
都
宮
入
道
蓮
生
（
定
家
の
嫡
子
の
為
家
の
妻
に
蓮
生
の
女
を
迎
え
た
。）
と
す
で
に
『
治
承
物
語
』
創
出
し
て
い
る
こ
と
に
配
意
し
た
な
ら
ば
、
最
初
の
史
論
『
愚
管
抄
』
の
成
立
か
ら
二
年
後
に
成
立
さ
せ
て
い
っ
た
第
二
番
目
の
史
論
『
勝
事
記
』
も
二
人
三
脚
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
六
十
余
歳
の
老
境
に
入
っ
た
藤
原
長
兼
で
あ
っ
た
こ
と
を
顧
慮
し
た
と
き
、
本
章
の
冒
頭
に
掲
出
し
た
阿
波
院
天
皇
（
土
御
門
天
皇
）
の
条
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
安
徳
天
皇
の
条
に
描
か
れ
て
い
る
平
家
一
門
の
西
海
漂
泊
を
め
ぐ
る
一
節
が
、
　
　 
保
元
の
春
の
花
、
寿
永
の
秋
の
葉
と
お
ち
は
て
、
八
条
の
蓬
壺
、
六
原
の
蓮
府
、
暴
風
ち
り
あ
げ
、
煙
雲
ほ
の
ほ
を
は
け
り
、
龍
頭
鷁
首
を
海
中
に
う
か
べ
て
、
波
上
に
行
宮
し
づ
か
な
る
事
な
し
。
い
そ
べ
の
つ
ゝ
じ
の
紅
は
、
そ
で
の
露
よ
り
さ
く
か
と
う
た
が
ひ
、
さ
月
の
と
ま
の
し
づ
く
は
、
ふ
る
さ
と
を
の
き
の
し
の
ぶ
に
あ
や
ま
る
。
月
を
ひ
た
す
う
し
ほ
の
、
ふ
か
き
う
れ
へ
に
し
づ
み
、
し
も
を
お
ほ
へ
る
あ
し
の
は
の
、
も
ろ
き
命
を
あ
や
ぶ
み
、
洲
崎
に
さ
わ
ぐ
千
鳥
の
声
は
、
あ
か
月
の
う
ら
み
を
そ
へ
、
そ
ば
に
か
ゝ
る
か
ぢ
の
音
は
、
夜
半
に
心
を
く
だ
き
、
白
鷺
の
遠
松
に
む
れ
ゐ
る
を
見
て
も
、
え
び
す
は
た
を
な
び
か
す
か
と
あ
や
し
み
、
夜
雁
の
遼
海
に
な
く
を
聞
て
も
、
つ
は
も
の
舟
を
こ
ぐ
か
と
お
ど
ろ
く
。
青
嵐
膚
を
や
ぶ
り
て
、
翠
黛
紅
顔
の
粧
や
う
や
く
お
と
ろ
へ
、
蒼
波
眼
う
げ
て
、
懐
古
望
郷
の
涙
お
さ
へ
が
た
し
。
　
　
　
　
住
な
れ
し
都
の
か
た
は
よ
そ
な
が
ら
袖
に
な
み
こ
す
磯
の
松
風 
（
六
九
〜
七
〇
ペ
ー
ジ
）
き
わ
め
て
絢
爛
な
格
調
の
高
い
彫
琢
が
な
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
躍
動
す
る
抒
情
性
の
あ
ふ
れ
た
清
新
さ
が
み
な
ぎ
っ
た
文
章
に
な
っ
て
い
る
。『
明
月
記
』
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
一
月
二
十
一
日
条
に
、
　
　 
廿
一
日
。
辰
の
時
に
雨
降
る
。
終
日
濛
々
た
り
。
天
明
に
華
洛
を
出
で
、
孤
舟
を
棹
す
。
雨
脚
滂
沱
た
り
。
漸
く
黄
昏
に
及
び
て
、
神
崎
の
小
屋
に
着
く
（
静
快
律
師
、
同
じ
く
此
所
に
宿
す
）
。
（342）― 118 ―
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沙
堤
雨
の
裏
行
人
少
な
し
。
纔
に
漁
舟
を
伴
ひ
て
宿
を
問
ひ
て
来
た
る
　
月
黒
く
雲
陰
り
て
徐
ろ
に
　
夜
な
ら
ん
と
欲
す
　
猶
江
水
を
望
み
て
独
り
徘
徊
す
　
　
　
　
　
は
る
さ
め
の
あ
す
さ
へ
ふ
ら
ば
い
か
が
せ
ん
そ
で
ほ
し
わ
ぶ
る
け
ふ
の
ふ
な
人
と
定
家
は
記
し
て
い
た
。
同
日
の
条
は
、
平
家
一
門
の
西
海
漂
泊
を
描
い
た
『
勝
事
記
』
の
文
章
と
ほ
ぼ
呼
応
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
長
兼
が
作
者
と
み
な
せ
る
可
能
性
が
あ
る
に
し
て
も
、
平
家
一
門
の
西
海
漂
泊
の
よ
う
な
場
面
を
描
く
こ
と
を
証
拠
立
て
る
長
兼
の
文
才
そ
の
も
の
が
具
体
的
に
管
見
に
は
入
っ
て
こ
な
い
。『
勝
事
記
』
の
成
立
に
定
家
が
協
力
し
て
い
た
と
憶
断
さ
れ
て
く
る
。
そ
こ
で
定
家
と
長
兼
と
の
縁
戚
関
係
と
法
脈
と
の
相
関
図
を
掲
出
し
て
み
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
　﹇
相
関
図
﹈ 
（
実
線
は
血
縁
関
係
、
点
線
は
法
脈
。）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
俊
忠
藤
原
顕
能
藤
原
通
憲
俊
成
定
家
聖
覚
俊
子
長
方
顕
長
顕
能
女證
憲
女
観
性
慈
円
長
兼
（
信
西
）
で
あ
る
。
　
こ
の
相
関
図
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
長
兼
の
父
の
長
方
は
定
家
の
従
兄
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
長
方
の
従
兄
弟
に
は
慈
円
の
師
で
あ
っ
た
第
二
代
の
西
山
の
往
生
院
院
主
が
観
性
で
あ
る
こ
と
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
観
性
の
弟
子
が
慈
円
で
あ
り
、
西
山
に
慈
（341）― 117 ―
(21)
『六代勝事記』の周辺と藤原定家
円
圏
を
組
織
し
た
と
き
慈
円
自
身
は
第
三
代
往
生
院
院
主
に
な
っ
て
い
る
。
法
脈
か
ら
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
相
関
図
か
ら
判
然
と
す
る
こ
と
は
長
兼
と
聖
覚
と
は
お
た
が
い
に
従
兄
弟
同
士
で
あ
っ
た
。
慈
円
圏
で
創
出
し
た
原
『
平
家
物
語
』『
治
承
物
語
』
を
遺
存
し
て
い
る
屋
代
本
に
、
　
　 
祇
園
別
当
澄
憲
法
印
、
其
比
未
権
大
僧
都
ニ
テ
御
坐
シ
ケ
ル
カ
、
名
残
テ
奉
レ
惜
、
泣
々
粱
津
マ
テ
送
奉
ラ
ル
。
自
レ
其
澄
憲
暇
申
テ
被
レ
返
ケ
ル
ニ
、
明
雲
僧
正
年
来
己コ
心
中
ニ
残
サ
レ
タ
リ
ケ
ル
天
台
円
宗
秘
法
、
一
心
三
巻
ノ
法
門
并
ニ
血
脈
相
承
ノ
譜
ヲ
授
ラ
ル
。
此
法
ハ
釈
尊
ノ
付
属
ヲ
、
波
羅
奈
国
ノ
馬
鳴
比
丘
、
南
天
竺
ノ
竜
樹
菩
薩
ヨ
リ
次
第
ニ
相
伝
シ
来
レ
ル
ヲ
、
今
日
ノ
情
ニ
澄
憲
ニ
是
ヲ
受
ラ
ル
。
我
国
ハ
粟
散
辺
地
境
、
濁
世
末
代
ト
ハ
云
ナ
カ
ラ
、
澄
憲
ヲ
付
属
シ
テ
、
法
衣
ノ
袂
ヲ
押
ヘ
ツ
ヽ
、
被
レ
返
ケ
ル
コ
ソ
哀
ナ
レ
。 
（
巻
二
「
先
座
主
明
雲
罪
科
儀
定
　
同
配
流
事
」
）
と
描
か
れ
て
い
る
。
施
線
に
あ
る
「
一
心
三
巻
ノ
法
門
并
ニ
血
脈
相
承
ノ
譜
」
を
授
け
た
と
な
っ
て
い
る
。
他
の
語
り
本
系
で
は
「
一
心
三
巻
の
血
脈
相
承
を
授
け
ら
る
。」
（
覚
一
本
）
等
と
か
「
一
心
三
巻
ノ
相
承
血
脈
ヲ
授
ラ
ル
。」
（
盛
衰
記
）
と
仏
事
善
行
を
し
た
と
不
自
然
な
場
面
構
成
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
屋
代
本
の
施
線
の
よ
う
に
「
譜
」
す
な
わ
ち
文
書
だ
け
を
手
渡
し
た
と
描
く
方
が
悲
境
に
立
つ
慌
た
だ
し
い
流
罪
に
際
し
て
は
実
情
に
か
な
っ
て
い
る
〕
26
〔
。
二
重
施
線
の
「
澄
憲
」
は
安
居
院
流
の
祖
、
し
か
も
子
が
聖
覚
で
あ
っ
た
。『
明
月
記
』
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
三
月
十
六
日
の
条
よ
り
嘉
禎
元
年
（
一
二
三
五
）
四
月
二
十
二
日
の
条
ま
で
に
は
、「
聖
覚
」
の
名
が
八
十
例
ほ
ど
頻
出
し
て
い
る
。
定
家
が
三
十
一
歳
か
ら
寂
す
る
八
十
歳
の
六
年
前
に
あ
た
っ
て
お
り
、
終
生
、「
聖
覚
」
と
は
親
密
な
交
わ
り
を
し
て
い
た
〕
27
〔
。
屋
代
本
は
、
西
山
の
慈
円
圏
で
創
出
し
た
『
治
承
物
語
』
を
遺
存
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
照
ら
し
て
、
聖
覚
と
の
法
脈
か
ら
『
勝
事
記
』
成
立
に
関
与
す
る
定
家
が
推
定
さ
れ
よ
う
。
相
関
図
を
も
と
に
し
た
と
き
、
西
山
の
第
三
代
往
生
院
院
主
で
あ
る
慈
円
が
慈
円
圏
を
組
織
し
て
原
『
平
家
物
語
』
の
『
治
承
物
語
』
創
出
に
定
家
が
参
画
し
て
い
た
こ
と
を
顧
慮
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
慈
円
圏
で
の
本
物
語
創
出
が
あ
っ
た
建
保
末
年
よ
り
五
年
後
の
貞
応
二
・
三
年
の
文
事
で
あ
る
『
勝
事
記
』
成
立
に
長
兼
と
定
家
と
が
歩
調
を
あ
わ
せ
て
も
不
自
然
で
は
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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（
六
）
平
重
盛
の
形
象
を
め
ぐ
っ
て
　
慈
円
圏
で
創
出
し
た
原
『
平
家
物
語
』
で
あ
る
『
治
承
物
語
』
を
遺
存
し
て
い
る
屋
代
本
で
は
、
平
重
盛
の
死
に
際
し
て
、
　
　 
此
大
臣
ハ
、
文
章
端
ウ
ル
ハ
シク
シ
テ
忠
ニ
思
ヲ
存
シ
、
才
芸
正
ク
シ
テ
詞
ニ
徳
ヲ
兼
タ
リ
。
サ
レ
ハ
世
ニ
ハ
良
臣
ヲ
失
エ
ル
事
ヲ
歎
キ
、
家
ニ
ハ
武
略
ノ
ス
タ
レ
ン
事
ヲ
悲
ム
。 
（
巻
三
「
同
内
府
病
事
同
死
去
事
」
）
重
盛
の
器
量
を
讃
え
な
が
ら
、
平
家
一
門
の
「
武
略
」
が
廃
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
世
人
が
悲
嘆
し
た
と
描
き
、『
愚
管
抄
』・『
勝
事
記
』
を
も
取
用
し
て
慈
円
周
辺
圏
で
再
編
さ
れ
た
六
巻
本
『
治
承
物
語
』
の
延
長
線
上
に
あ
る
延
慶
本
で
は
、
　
　 
凡
ソ
此
大
臣
文
章
ウ
ル
ハ
シ
ク
テ
9
9
9
9
9
9
、
心
ニ
忠
ヲ
存
ジ
、
才
芸
正
ク
シ
テ
、
詞
ニ
徳
ヲ
兼
タ
リ
。
サ
レ
バ
世
ニ
ハ
良
臣
失
ヌ
ル
事
ヲ
愁
ヘ
、
家
ニ
ハ
武
略
ノ
ス
タ
レ
ヌ
ル
事
ヲ
歎
ク
。
心
ア
ラ
ム
人
、
誰
カ
嗟
歎
セ
ザ
ラ
ム
。
 
（
二
本
・
二
三
「
小
松
殿
大
国
ニ
テ
善
ヲ
修
シ
給
事
」
）
潤
色
が
濃
厚
に
な
っ
て
お
り
、
増
補
さ
れ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
圏
点
か
ら
も
『
愚
管
抄
』
と
『
治
承
物
語
』
の
影
響
が
あ
ろ
う
。
一
方
、『
勝
事
記
』
の
安
徳
天
皇
の
条
に
は
、
　
　 
入
道
大
相
国
薨
ぬ
。
其
家
嫡
小
松
内
府
の
さ
い
ぎ
り
て
薨
ぜ
し
、
世
に
は
賢
相
の
名
誉
を
を
（
お
）
し
み
、
家
に
は
武
将
の
兵
略
を
う
し
な
へ
り
。 
（
六
八
ペ
ー
ジ
）
と
あ
っ
て
、
平
清
盛
の
死
に
直
結
さ
せ
て
、
二
重
施
線
で
平
家
一
門
の
嫡
男
で
あ
る
重
盛
は
「
先
だ
っ
て
」
死
去
し
た
と
描
い
て
い
る
。
屋
代
本
・
延
慶
本
そ
し
て
『
勝
事
記
』
と
を
比
較
し
た
冨
倉
徳
次
郎
は
、
　
　 「
屋
代
本
」
の
詞
章
が
「
六
代
勝
事
記
」
の
詞
章
の
影
響
を
受
け
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
の
見
方
を
し
た
〕
28
〔
。
こ
の
言
説
に
留
意
し
て
、
定
家
が
参
画
し
た
慈
円
圏
で
創
出
し
た
『
治
承
物
語
』
を
遺
存
さ
せ
て
い
る
屋
代
本
の
重
盛
像
の
特
質
を
探
っ
て
い
こ
う
。
『
百
錬
抄
』
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
八
月
一
日
の
条
に
も
、『
勝
事
記
』
と
同
じ
よ
う
に
、
　
　 
入
道
内
大
臣
重
盛
公
薨
。
入
道
前
太
政
大
臣
嫡
子
。
武
勇
雖
ㇾ
軼
二
時
輩
一
。
心
操
甚
穏
也
。
去
比
参
二
熊
野
一
有
二
祈
請
一
。
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『六代勝事記』の周辺と藤原定家
施
線
で
重
盛
は
武
勇
に
つ
い
て
他
の
連
中
よ
り
は
突
出
し
て
い
る
と
し
、
二
重
施
線
に
は
心
性
は
た
い
へ
ん
穏
や
か
で
熊
野
参
詣
を
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
記
載
し
て
い
る
。
殊
に
留
意
し
た
い
の
は
、
施
線
に
あ
る
よ
う
に
「
武
」
の
側
面
が
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
愚
管
抄
』
別
帖
の
二
条
天
皇
の
条
に
も
、
　
　 
平
氏
ガ
方
ニ
ハ
左
衛
門
佐
重
盛
清
盛
嫡
男
・
三
河
守
頼
盛
清
盛
舎
弟
、
コ
ノ
二
人
コ
ソ
大
将
軍
ノ
誠
ニ
タ
ヽ
カ
イ
ハ
シ
タ
リ
ケ
ル
ハ
ア
リ
ケ
レ
。
重
盛
ガ
馬
ヲ
イ
サ
セ
テ
、
堀
河
ノ
材
木
ノ
上
ニ
弓
杖
ツ
キ
テ
立
テ
、
ノ
リ
カ
エ
ニ
ノ
リ
ケ
ル
、
ユ
ヽ
シ
ク
見
ヘ
ケ
リ
。
鎧
ノ
上
ノ
矢
ド
モ
オ
リ
カ
ケ
テ
各
六
波
羅
ニ
参
レ
リ
ケ
ル
。 
（
巻
五
―
―
二
三
五
ペ
ー
ジ
）
平
治
の
乱
で
奮
闘
し
て
い
る
重
盛
が
ひ
と
き
わ
精
彩
を
放
っ
て
象
ら
れ
て
い
る
。「
武
」
の
側
面
が
き
わ
め
て
具
体
的
の
叙
述
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
別
帖
の
高
倉
天
皇
の
条
で
は
、
　
　 
小
松
内
府
重
盛
治
承
三
年
八
月
朔
日
ウ
セ
ニ
ケ
リ
。
コ
ノ
小
松
内
府
ハ
イ
ミ
ジ
ク
心
ウ
ル
ハ
シ
ク
テ
、
父
入
道
ガ
謀
叛
心
ア
ル
ト
ミ
テ
、「
ト
ク
死
ナ
バ
ヤ
」
ナ
ド
云
ト
聞
ヘ
シ
ニ
、
イ
カ
ニ
シ
タ
リ
ケ
ル
ニ
カ
、
父
入
道
ガ
教
ニ
ハ
ア
ラ
デ
、
不
可
思
議
ノ
事
ヲ
一
ツ
シ
タ
リ
シ
ナ
リ
。
子
ニ
テ
資
盛
ト
テ
ア
リ
シ
ヲ
バ
、
基
家
中
納
言
婿
ニ
シ
テ
ア
リ
シ
。
サ
テ
持
明
院
ノ
三
位
中
将
ト
ゾ
申
シ
。
ソ
レ
ガ
ム
ゲ
ニ
若
カ
リ
シ
時
、
松
殿
ノ
攝
簶
臣
ニ
テ
御
出
ア
リ
ケ
ル
ニ
、
忍
ビ
タ
ル
ア
リ
キ
ヲ
シ
テ
ア
シ
ク
イ
キ
ア
ヒ
テ
、
ウ
タ
レ
テ
車
ノ
簾
キ
ラ
レ
ナ
ド
シ
タ
ル
事
ノ
ア
リ
シ
ヲ
、
フ
カ
ク
ネ
タ
ク
思
テ
、
関
白
嘉
応
二
年
十
月
廿
一
日
高
倉
院
御
元
服
ノ
定
ニ
参
内
ス
ル
道
ニ
テ
、
武
士
等
ヲ
マ
ウ
ケ
テ
前
駈
ノ
髻
ヲ
切
テ
シ
ナ
リ
。
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
御
元
服
定
ノ
ビ
ニ
キ
。
サ
ル
不
思
議
ア
リ
シ
カ
ド
世
ニ
沙
汰
モ
ナ
シ
。
次
ノ
日
ヨ
リ
又
松
殿
モ
出
仕
ウ
チ
シ
テ
ア
ラ
レ
ケ
リ
。
コ
ノ
フ
シ
ギ
コ
ノ
後
ノ
チ
ノ
事
ド
モ
ノ
始
ニ
テ
ア
リ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
。 
（
巻
五
―
―
二
四
六
〜
四
七
ペ
ー
ジ
）
二
重
施
線
で
重
盛
の
心
性
を
讃
美
し
、
施
線
で
は
「
不
可
思
議
」
な
こ
と
と
し
て
重
盛
に
よ
る
執
政
の
「
臣
」
藤
原
基
房
へ
の
暴
挙
の
顛
末
、「
武
」
そ
の
も
の
を
具
体
的
に
押
し
出
し
て
、
ふ
た
た
び
「
不
思
議
」
と
批
評
し
な
が
ら
波
線
の
言
辞
の
な
か
で
「
コ
ノ
フ
シ
ギ
」
と
の
寸
言
を
添
え
て
い
る
。
同
意
語
を
三
回
も
繰
り
返
し
た
。『
百
錬
抄
』
に
「
武
勇
雖
ㇾ
軼
二
時
輩
一
」
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
重
盛
の
強
烈
な
「
武
」
が
当
該
の
文
章
で
は
顕
著
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
既
存
の
「
世
継
物
語
」
の
『
今
鏡
』
が
語
り
終
え
た
嘉
応
二
年
を
引
き
継
い
で
慈
円
圏
で
創
出
し
た
新
奇
な
「
世
継
物
語
」
で
あ
る
「
い
く
さ
物
語
」
す
な
わ
ち
『
治
承
物
語
』
を
は
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じ
め
て
叙
述
す
る
慈
円
の
思
念
が
『
愚
管
抄
』
の
当
該
の
文
章
に
は
充
溢
し
た
と
判
断
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、『
治
承
物
語
』
の
発
端
を
取
り
込
ん
で
、
以
下
で
は
頼
朝
の
旗
揚
げ
へ
及
ば
せ
、
壇
ノ
浦
に
海
戦
を
経
て
、
王
法
と
仏
法
と
が
安
寧
に
な
っ
て
い
く
治
世
の
推
移
を
、『
治
承
物
語
』
の
内
実
で
あ
る
「
頼
朝
の
物
語
」
に
依
拠
し
な
が
ら
叙
述
し
て
い
く
か
ら
で
あ
っ
た
〕
29
〔
。
　『
山
槐
記
』
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
五
月
二
十
五
日
条
に
、
　
　 
前
内
大
臣
正
二
位
平
重
盛
年
四
十
二
、
依
病
出
家
、
干
時
厳
親
入
道
太
政
大
臣
見
存
、
日
来
不
食
云
々
、
去
二
月
東
宮
御
百
日
出
仕
、
其
後
籠
居
、
三
月
被
参
熊
野
□
申
後
世
事
云
々
病
に
よ
り
出
家
し
た
と
あ
る
。
そ
の
二
ヶ
月
前
、
施
線
部
の
熊
野
参
詣
を
め
ぐ
る
事
象
に
つ
い
て
は
屋
代
本
に
、
　
　 
其
比
、
熊
野
参
詣
ノ
事
有
。
本
宮
証
誠
殿
ノ
御
前
ニ
参
給
テ
、
大
臣
終
夜
祈
請
申
サ
レ
ケ
ル
ハ
、「
父
入
道
相
国
ノ
体
ヲ
見
候
ニ
、
一
期
ノ
栄
花
猶
ア
ヤ
ウ
シ
。
無
道
ニ
シ
テ
動
レ
ハ
君
ヲ
奉
ㇾ
悩
。（
中
略
）
重
盛
カ
運
命
ヲ
ヅ
ヽ
メ
テ
来
世
ノ
苦
輪
ヲ
助
給
ヘ
。
両
ケ
愚
願
、
偏
ニ
仰
二
冥
助
一
」
ト
、
摧
二
肝
胆
一
テ
祈
念
セ
ラ
レ
ケ
レ
ト
モ
、
人
是
ヲ
不
ㇾ
知
。
灯
炉
如
ナ
ク
ル
物
ノ
、
大
臣
ノ
御
身
ヨ
リ
出
テ
、
バ
ト
消
ル
様
ニ
シ
テ
、
失
ニ
ケ
ル
。（
中
略
）
然
ニ
此
君
達
、
無
ㇾ
程
実
ノ
墨
染
ノ
色
ニ
ナ
ラ
レ
ケ
ル
コ
ソ
哀
ナ
レ
。 
（
巻
三
「
小
松
内
府
熊
野
参
詣
事
」
）
平
家
一
門
の
衰
亡
か
ら
重
盛
の
死
去
を
先
取
っ
て
い
る
。
頼
朝
勢
の
攻
撃
に
よ
っ
て
、
重
盛
の
孫
で
あ
る
六
代
も
二
十
六
歳
で
処
刑
さ
れ
た
こ
と
へ
と
展
開
さ
せ
、
　
　 
遂
ニ
被
ㇾ
切
ケ
リ
。
十
二
ヨ
リ
シ
テ
廿
六
マ
テ
持
た
も
ち
ケ
ル
ハ
、
長
谷
観
音
ノ
御
利
生
ト
ソ
聞
ヘ
ケ
ル
。
其
ヨ
リ
シ
テ
平
家
ノ
子
孫
ハ
絶
終
ケ
リ
。 
（
巻
一
二
「
六
代
御
前
干
時
三
位
御
前
被
誅
之
後
平
家
一
門
跡
絶
事
」
）
六
代
が
延
命
が
で
き
た
の
は
観
音
菩
薩
の
利
生
で
あ
っ
た
と
の
一
文
を
添
え
た
の
は
『
愚
管
抄
』
に
あ
る
「
コ
ノ
フ
シ
ギ
」
と
類
同
す
る
。「
冥
顕
二
法
」
の
道
理
か
ら
本
章
段
は
括
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
の
直
後
に
は
、
　
　
　
　
平
家
物
語
第
十
二
之
終
と
記
さ
れ
、
物
語
は
す
べ
て
終
わ
っ
た
。
屋
代
本
と
慈
円
の
史
論
と
は
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
　
西
山
の
慈
円
圏
で
創
出
し
た
『
治
承
物
語
』
に
形
象
化
さ
れ
た
重
盛
は
、『
勝
事
記
』
に
描
か
れ
て
い
っ
た
。
慈
円
圏
に
参
画
し
（337）― 113 ―
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『六代勝事記』の周辺と藤原定家
て
い
た
定
家
が
、『
勝
事
記
』
に
も
筆
を
入
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
定
家
の
歌
と
『
勝
事
記
』
―
―
結
び
に
か
え
て
―
―
定
家
の
歌
に
着
目
し
、
第
二
番
目
の
史
論
で
あ
る
『
勝
事
記
』
成
立
へ
関
与
す
る
定
家
を
、
最
初
の
史
論
『
愚
管
抄
』
と
慈
円
圏
か
ら
慈
円
周
辺
圏
で
の
文
事
を
あ
ら
た
め
て
俯
瞰
し
て
、
た
ど
り
な
お
し
て
結
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
定
家
は
、
　
　
　
　
い
は
へ
ど
も
わ
が
た
め
露
ぞ
こ
ぼ
れ
そ
ふ
藤
の
さ
か
り
を
松
は
ふ
り
つ
ゝ 
（
二
六
七
三
）
「
松
」
に
自
己
を
掛
け
な
が
ら
「
藤
の
さ
か
り
」
に
は
藤
原
摂
関
家
の
正
嫡
で
あ
る
九
条
良
経
の
頓
死
に
と
も
な
っ
て
遺
児
と
な
っ
た
嫡
子
の
道
家
ら
九
条
家
一
族
が
と
も
ど
も
に
「
さ
か
り
」
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
た
歌
で
あ
る
。『
勝
事
記
』
の
隠
岐
院
天
皇
（
後
鳥
羽
天
皇
）
の
条
に
は
、
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
三
月
9
9
十
三
日
の
後
白
河
院
の
崩
御
に
関
連
し
て
、
　
　 
大
宮
人
は
、
さ
く
ら
色
に
染
し
た
も
の
と
、
お
し
な
べ
て
卯
月
を
ま
つ
に
さ
き
か
ゝ
る
藤
の
衣
に
た
ち
か
へ
き
。
慈
悲
の
恵
、
一
天
の
下
を
は
ぐ
く
み
、
平
等
の
仁
、
四
海
の
外
な
が
れ
き
。
　
　
　
　
風
ふ
か
ぬ
御
世
に
も
猶
ぞ
お
も
ひ
出
る
入
に
し
月
の
春
の
面
影 
（
七
四
ペ
ー
ジ
）
廟
堂
の
人
々
は
桜
色
に
染
め
抜
い
た
衣
の
袖
に
三
月
9
9
の
翌
月
の
卯
月
に
「
待
つ
」
を
か
け
、「
ま
つ
」
す
な
わ
ち
松
に
咲
き
か
か
る
藤
の
衣
す
な
わ
ち
「
喪
服
」
に
着
替
え
た
と
し
、
後
白
河
院
の
慈
悲
の
恵
み
は
、
世
の
人
々
を
は
ぐ
く
み
、
平
等
の
仁
慈
は
世
の
中
の
外
ま
で
流
れ
で
ま
し
た
と
追
懐
す
る
一
節
と
定
家
の
二
六
七
三
番
歌
と
は
類
同
し
て
い
よ
う
。『
勝
事
記
』
の
歌
で
は
、
上
の
句
で
は
当
院
に
よ
っ
て
治
世
が
安
穏
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
明
言
し
て
、
極
楽
に
往
生
さ
れ
た
当
院
の
面
影
が
偲
ば
れ
る
と
詠
じ
た
。『
源
氏
物
語
』
の
「
藤
裏
葉
」
巻
で
、
内
大
臣
が
光
源
氏
の
子
の
夕
霧
を
自
邸
に
招
い
て
、
我
が
娘
の
雲
居
の
雁
を
夕
霧
に
妻
と
し
て
す
す
め
る
場
面
で
、
　
　 
御
時
よ
く
さ
う
ど
き
て
、「
藤
の
裏
葉
の
」
と
う
ち
誦
じ
た
ま
へ
る
、
御
け
し
き
を
賜
は
り
て
、
頭
の
中
将
、
花
の
色
濃
く
、
（336）― 112 ―
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こ
と
に
房
長
き
を
折
り
て
、
客
人
の
御
盃
に
加
ふ
。
取
り
て
も
て
な
や
む
に
、
大
臣
、
　
　
　
　
紫
に
か
こ
と
は
か
け
む
藤
の
花
ま
つ
よ
り
過
ぎ
て
う
れ
た
け
れ
ど
も
　
　
宰夕
霧相
、
盃
を
持
ち
な
が
ら
、
け
し
き
ば
か
り
拝
し
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
る
さ
ま
、
い
と
よ
し
あ
り
。
　
　
　
　
い
く
か
え
り
露
け
き
春
を
過
ぐ
し
来
て
花
の
ひ
も
と
く
を
り
に
あ
ら
な
む
　
　
頭柏
木の
中
将
に
賜
へ
ば
、
　
　
　
　
た
を
や
め
の
袖
に
ま
が
へ
る
藤
の
花
見
る
人
か
ら
や
色
も
ま
さ
ら
ん
　
　
次
々
順
流
る
め
れ
ど
、
酔
ひ
の
ま
ぎ
れ
に
は
か
ば
か
し
か
ら
で
、
こ
れ
よ
り
ま
さ
ら
ず
。
内
大
臣
が
、
わ
が
家
の
藤
の
花
の
ひ
と
し
お
色
深
い
夕
暮
に
、
い
く
春
の
な
ご
り
を
求
め
て
お
い
で
に
な
り
ま
せ
ん
か
と
詠
じ
る
と
、
夕
霧
は
謝
意
を
籠
め
て
、
拝
舞
は
優
雅
で
し
た
と
和
し
、
夕
霧
か
ら
柏
木
へ
盃
を
さ
し
だ
し
た
。
柏
木
も
、
藤
の
花
に
雲
居
の
雁
を
か
け
て
美
女
の
袖
の
色
に
も
似
た
藤
の
花
は
、
賞
美
す
る
人
に
よ
っ
て
一
層
美
し
さ
を
ま
す
こ
と
で
し
ょ
う
と
和
し
た
と
あ
っ
た
。
こ
の
「
藤
裏
葉
」
巻
の
物
語
を
本
説
と
し
て
、
定
家
の
二
六
七
三
番
歌
そ
し
て
『
勝
事
記
』
の
後
白
河
院
崩
御
を
回
顧
し
、
施
線
部
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
と
も
に
本
説
取
り
の
修
辞
が
こ
ら
さ
れ
た
。
後
鳥
羽
院
の
条
を
描
い
た
『
勝
事
記
』
の
歌
に
は
慨
世
憂
国
の
怒
り
も
重
層
す
る
。
　
定
家
が
六
十
二
歳
か
ら
六
十
三
歳
に
か
け
て
『
勝
事
記
』
が
成
立
、
七
十
六
歳
か
ら
七
十
九
歳
頃
に
か
け
て
六
巻
本
『
治
承
物
語
』
の
再
編
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
時
期
は
、
後
鳥
羽
院
の
隠
岐
配
流
か
ら
崩
御
の
前
年
に
あ
た
る
。『
明
月
記
』
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
十
二
月
二
十
八
日
の
条
で
は
、
　
　 
又
云
ふ
、
故9
中
納
言
長
兼
卿
三
男
（
前
八
省
輔
。
名
忘
る
）
去
る
比
、
謀
書
の
聞
え
有
り
（
謀
り
て
国
司
に
任
じ
任
ず
る
料
銭
を
取
る
）
。
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
頃
か
ら
仁
治
元
年
（
一
二
四
〇
）
頃
よ
り
十
年
前
、
定
家
六
十
八
歳
の
時
に
圏
点
に
あ
る
よ
う
に
故
人
長
兼
と
し
て
い
る
の
で
、
長
兼
と
親
交
が
あ
っ
た
証
憑
の
一
つ
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
『
治
承
物
語
』
を
『
愚
管
抄
』
に
取
り
込
み
、
す
で
に
慈
円
圏
に
い
た
宇
都
宮
入
道
蓮
生
は
慈
円
周
辺
圏
に
も
参
画
す
る
。
蓮
生
は
『
平
家
物
語
』
初
期
生
成
に
深
く
関
与
し
た
人
材
で
あ
っ
た
〕
30
〔
。
蓮
生
の
女
を
嫡
男
為
家
の
正
妻
に
し
た
定
家
は
、
蓮
生
と
同
じ
よ
（335）― 111 ―
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『六代勝事記』の周辺と藤原定家
う
に
『
治
承
物
語
』
そ
し
て
六
巻
本
再
編
に
も
参
画
し
て
い
く
〕
31
〔
。
六
巻
本
を
祖
本
す
る
延
慶
本
に
、
明
恵
の
夢
に
現
れ
た
文
学
（
文
覚
）
は
承
久
の
乱
を
予
告
し
て
消
え
る
が
、
後
鳥
羽
院
の
謀
叛
は
文
学
の
霊
で
あ
る
と
描
い
た
部
分
に
、
　
　
此
皇
、
芸
能
二
ヲ
並
ル
ニ
、
文
章
ニ
疎
ニ
シ
テ
弓
馬
ニ
長
ジ
給
ヘ
リ
。 
（
六
末
・
三
六
「
文
学
被
流
罪
事
　
付
文
学
死
去
事
　
隠
岐
院
事
」
）
と
の
一
文
が
載
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
他
の
『
平
家
物
語
』
諸
本
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
異
文
な
の
で
あ
る
。『
勝
事
記
』
の
佐
渡
廃
帝
（
順
徳
天
皇
）
の
条
に
、
　
　 
ち
か
比
西
面
9
9
と
て
え
ら
び
お
か
れ
た
る
、
い
つ
わ
り
て
弓
馬
の
芸
と
称
す
る
た
ぐ
ひ
の
、
貫
録
み
に
あ
ま
り
、
宴
飲
心
を
ま
ど
は
し
て
、
朝
に
う
た
ひ
夕
に
舞
、
た
ち
ゐ
の
あ
ら
ま
し
に
は
、
あ
は
れ
い
く
さ
を
し
て
さ
き
を
か
け
ば
や
と
の
み
ね
が
ひ
て
、
 
（
八
一
ペ
ー
ジ
）
後
鳥
羽
院
が
組
織
し
た
「
西
面
」
と
い
う
在
京
の
弱
少
の
武
士
が
身
分
不
相
応
に
勲
功
を
欲
し
が
っ
て
い
る
有
様
を
指
弾
し
な
が
ら
描
い
て
い
る
〕
32
〔
。
批
判
の
視
点
か
ら
で
は
な
い
が
、『
愚
管
抄
』
に
も
源
頼
政
の
孫
が
四
代
鎌
倉
将
軍
に
就
こ
う
と
の
思
い
を
抱
い
た
の
で
、
院
は
「
在
京
ノ
武
士
ド
モ
申
テ
、
…
…
」
（
巻
六
―
三
一
七
ペ
ー
ジ
）
討
た
せ
た
と
「
西
面
」
の
実
態
を
叙
述
し
て
い
た
。
方
法
で
は
呼
応
し
て
い
よ
う
。
し
か
も
延
慶
本
に
は
、
　
　 「
去
夜
ノ
戌
時
ノ
大
地
震
、
（
中
略
）
更
ニ
占
二
吉
凶
之
道
一
ヨ
リ
以
来
、
此
程
ノ
勝
事
9
9
候
ハ
ズ
」
ト
奏
ケ
レ
バ
（
中
略
）
仏
法
、
王
法
共
ニ
傾
キ
、
世
ハ
只
今
ニ
失
候
ナ
ム
ズ
。 
（
二
本
・
二
四
「
大
地
震
事
」
）
と
の
一
節
が
載
っ
て
い
る
。『
勝
事
記
』
成
立
の
二
年
後
の
『
明
月
記
』
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
十
二
月
二
十
五
日
条
に
、
　
　 
…
…
甚
だ
遺
恨
の
事
な
り
。
実
に
是
れ
御
一
門
の
瑕
瑾
か
。
左
府
、
兵
杖
を
申
さ
る
と
云
々
。
世
間
の
勝
事
9
9
尽
く
る
期
有
る
べ
か
ら
ざ
る
か
。
地
震
又
甚
し
。
不
吉
に
鳴
動
す
る
事
、
聞
く
毎
に
恐
怖
。
…
…
と
あ
り
、
施
線
の
「
大
地
震
」・
圏
点
の
「
勝
事
」
そ
し
て
二
重
施
線
部
の
意
味
の
同
質
性
が
看
取
さ
れ
る
。
延
慶
本
の
描
き
方
と
日
録
と
の
文
章
の
書
き
ぶ
り
が
呼
応
し
て
お
り
、
日
録
に
は
「
勝
事
」
の
語
彙
が
嵌
入
さ
れ
て
い
る
の
で
『
勝
事
記
』
成
立
に
関
与
す
る
定
家
を
推
定
し
て
い
く
う
え
で
意
味
深
長
に
響
く
。
 
【
末
尾
】
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註〔１
〕
拙
著
「
第
七
章
　
治
承
物
語
と
西
山
の
空
間
」（
『
愚
管
抄
の
言
語
空
間
』
汲
古
書
院
・
二
〇
一
四
年
）
〔
２
〕
拙
稿
「
『
平
家
物
語
』
初
期
生
成
と
藤
原
定
家
―
―
編
纂
の
視
点
か
ら
―
―
　（
上
）（
下
）
」（
『
熊
本
学
園
大
学
　
文
学
・
言
語
学
論
集
』
第
五
一
・
五
二
号
・
二
〇
一
九
年
一
二
月
・
二
〇
二
〇
年
六
月
）
〔
３
〕
弓
削
繁
『
六
代
勝
事
記
・
五
代
帝
王
物
語
』
三
弥
井
書
店
・
二
〇
〇
〇
年
）
頭
注
一
五
そ
し
て
補
注
四
〔
４
〕「
第
一
章
　
第
二
節
「
作
者
と
成
立
事
情
」
」（
『
六
代
勝
事
記
の
成
立
と
展
開
』
風
間
書
房
・
二
〇
〇
三
年
）　
四
五
ペ
ー
ジ
〔
５
〕「
第
二
篇
　
六
代
勝
事
記
新
註
」（
『
高
橋
貞
一
国
文
学
論
集
　
古
稀
記
念
』
思
文
閣
出
版
・
一
九
八
四
年
）　
二
八
八
〜
九
〇
ペ
ー
ジ
〔
６
〕「
六
代
勝
事
記
私
注
（
二
）
」（
『
藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌
』
第
五
一
号
・
一
九
九
三
年
十
一
月
）
〔
７
〕「
三
　
４
　
承
久
の
乱
以
後
の
藤
原
定
家
―
―
『
明
月
記
』
を
読
む
」（
『
藤
原
定
家
と
そ
の
時
代
』
岩
波
書
店
・
一
九
九
四
年
）　
二
八
二
ペ
ー
ジ
・
二
八
四
ペ
ー
ジ
〔
８
〕
註
〔
３
〕
の
同
書
の
①
・
②
・
③
の
各
部
分
の
頭
注
そ
し
て
同
書
補
注
の
二
二
六
〔
９
〕
註
〔
４
〕
の
同
書
「
第
一
章
　
第
三
節
「
作
者
説
の
展
開
」　
七
一
ペ
ー
ジ
〔
10
〕
註
〔
４
〕
の
同
書
「
第
一
章
　
第
二
節
　
作
者
と
成
立
事
情
」　
三
六
ペ
ー
ジ
・
三
八
ペ
ー
ジ
〔
11
〕
註
〔
４
〕
の
同
書
「
第
一
章
　
第
四
節
　
構
想
と
表
現
」　
七
六
〜
七
七
ペ
ー
ジ
〔
12
〕
註
〔
４
〕
の
同
書
「
第
一
章
　
第
二
章
「
作
者
と
成
立
事
情
」　
三
一
ペ
ー
ジ
〔
13
〕
註
〔
７
〕
の
同
書
「
二
　
６
　
慈
光
寺
本
『
承
久
記
』
と
そ
の
周
辺
」
〔
14
〕
拙
著
「
第
九
章
　
皇
帝
年
代
記
の
書
き
継
ぎ
に
つ
い
て
」（
『
愚
管
抄
の
創
成
と
方
法
』
汲
古
書
院
・
二
〇
〇
四
年
）・
拙
著
「
第
Ⅱ
部
　
愚
管
抄
と
治
承
物
語
の
空
間
」（
『
愚
管
抄
の
言
語
空
間
』
汲
古
書
院
・
二
〇
一
四
年
）
〔
15
〕
註
〔
14
〕
の
『
愚
管
抄
の
創
成
と
方
法
』
の
「
第
九
章
　
皇
帝
年
代
記
の
書
き
継
ぎ
に
つ
い
て
」
〔
16
〕
道
理
か
ら
『
愚
管
抄
』
別
帖
の
跋
文
に
及
ば
せ
る
直
前
で
後
鳥
羽
院
を
「
不
可
思
議
ノ
君
ノ
御
運
、
御
案
ノ
メ
デ
タ
サ
ト
、
心
ア
ル
人
ハ
コ
レ
ラ
ノ
ミ
メ
デ
タ
ク
ゾ
オ
モ
ヒ
タ
リ
ケ
ル
。」（
巻
六
―
―
三
一
七
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
い
る
。『
岩
波
古
語
辞
典
』
の
「
う
る
は
し
」
の
語
彙
の
項
に
、
漢
文
訓
読
体
の
意
味
を
ひ
い
て
お
り
、「
相
手
を
賞
賛
し
た
り
、
儀
式
ば
っ
た
り
す
る
」
と
の
意
味
も
当
時
は
あ
っ
た
と
の
説
明
が
あ
る
。
〔
17
〕
註
〔
１
〕
の
同
書
「
第
九
章
　
再
編
さ
れ
た
六
巻
本
治
承
物
語
と
九
条
道
家
」
〔
18
〕
註
〔
14
〕
の
『
愚
管
抄
の
創
成
と
方
法
』
の
「
第
七
章
　
摂
関
家
の
発
展
」・
註
〔
１
〕
の
同
書
「
第
Ⅱ
部
　
第
九
章
」
〔
19
〕
註
〔
15
〕
の
同
書
「
第
八
章
　
付
録
の
文
章
に
つ
い
て
」
〔
20
〕
註
〔
15
〕
の
同
書
「
第
九
章
　
皇
帝
年
代
記
の
書
き
継
ぎ
に
つ
い
て
」
（333）― 109 ―
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『六代勝事記』の周辺と藤原定家
〔
21
〕
註
〔
３
〕
の
同
書
　
補
注
一
七
七
〔
22
〕
註
〔
５
〕
と
同
じ
。
〔
23
〕
註
〔
６
〕
の
同
論
文
〔
24
〕
註
〔
７
〕
と
同
じ
。
〔
25
〕
註
〔
20
〕
と
同
じ
。
〔
26
〕
冨
倉
徳
次
郎
著
『
平
家
物
語
全
注
釈
　
上
巻
』（
角
川
書
店
・
一
九
九
六
年
）　
二
三
四
〜
三
五
ペ
ー
ジ
〔
27
〕
註
〔
２
〕
と
同
じ
。
〔
28
〕「
第
二
章
　
平
家
物
語
の
成
長
」（
『
平
家
物
語
研
究
』
角
川
書
店
・
一
九
六
四
年
）　
一
七
五
ペ
ー
ジ
〔
29
〕
註
〔
１
〕
の
同
書
「
第
八
章
　
治
承
物
語
』
の
復
元
」
〔
30
〕
註
〔
１
〕
の
同
書
「
第
Ⅱ
部
　
愚
管
抄
と
治
承
物
語
の
誕
生
」
〔
31
〕
註
〔
２
〕
と
同
じ
。
〔
32
〕
長
村
祥
知
「
後
鳥
羽
院
政
期
の
在
京
武
士
と
院
権
力
―
―
西
面
再
考
―
―
」（
『
鎌
倉
時
代
の
権
力
と
制
度
』
思
文
閣
出
版
・
二
〇
〇
八
年
）
〔
引
用
資
料
の
典
拠
〕
  
『
愚
管
抄
』・『
伊
勢
物
語
』
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
）、『
六
代
勝
事
記
』
は
『
六
代
勝
事
記
・
五
代
帝
王
物
語
』（
三
弥
井
書
店
）、
定
家
の
歌
は
『
藤
原
定
家
全
歌
集
』（
筑
摩
書
房
）、
慈
円
の
歌
は
『
拾
玉
集
』（
明
治
書
院
）、『
新
古
今
和
歌
集
』
は
『
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）、
『
明
月
記
』
は
『
訓
読
　
明
月
記
』（
河
出
書
房
新
社
）、『
吾
妻
鏡
』
は
『
全
釋
　
吾
妻
鏡
』（
新
人
物
往
来
社
）、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
は
『
校
訂
延
慶
本
平
家
物
語
』（
汲
古
書
院
）、
屋
代
本
『
平
家
物
語
』
は
『
屋
代
本
高
野
本
対
照
・
平
家
物
語
』（
新
典
社
）、
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
は
『
新
　
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
）、『
源
平
盛
衰
記
』
は
『
中
世
の
文
学
』（
三
弥
井
書
店
）、『
百
錬
抄
』・『
山
槐
記
』
は
『
新
訂
増
補
　
国
史
大
系
』（
吉
川
弘
文
館
）、『
源
氏
物
語
』
は
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
』（
新
潮
社
）。
（332）― 108 ―
